
近
世
中
期
に
お
け
る
最
上
川
水
運
の
発
展
と
統
制

-

上
郷
川
船
差
配
役
制
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
-

横

山

昭

男

一
､
は
し
が
き

近
世
に
お
け
る
河
川
舟
運
の
著
し
い
発
展
は
､
幕
藩
制
的
全
国
市
場
形
成
の
一
方
の
機
動
と
な
っ
た
東
西
廻
海
運

の
整
備
を
画
期
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
輸
送
物
資
は
は
じ
め
幕
領
の
廻
米
お
よ
び
私
領
米
を
主
と
し
た

が
､
次
第
に
商
人
荷
物
も
増
加
し
､
そ
の

一
つ
の
極
点
と
し
て
特
定
の
都
市
商
人

･
町
問
屋
の
急
激
な
発
達
を
中
心

と
す
る
所
謂
元
禄
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
｡
最
上
川
河
口
の
酒
田
や
中
継
河
岸
大
石
田
な
ど
に
そ
の
例
を

S

み
る
こ
と
が
で
き
る
｡

小
塙
で
は
こ
の
寛
文

･
元
禄
期
の
最
上
川
水
運
の
発
展
が
､

一
般
に
新
し
い
商
品
流
通
を
み
る
と
さ
れ
る
中
期
以

後
に
ど
の
よ
う
な
変
化
と
展
開
を
示
す
か
を
問
題
と
す
る
｡
最
上
川
は
上
は
置
賜
盆
地
に
接
し
'
村
山

･
庄
内
平
野

を
貫
流
す
る
物
資
移
動
の

一
大
動
脈
で
､
主
た
る
物
資
は
流
域
諸
藩
の
領
主
米
で
あ
る
が
､
そ
の
輸
送
手
段
を
担
う

河
岸
問
屋

･
船
持
商
人
の
経
営
拡
大
は
基
本
的
に
は
商
人
荷
物
の
流
通
に
規
定
さ
れ
た
｡
反
面
商
品
流
通
の
発
展
は

水
運
利
用
の
条
件
や
統
制
に
深
い
関
-
を
も

っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

こ
こ
で
は
最
上
川
水
運
の
統
制
機
関
で
あ
る
用
船
差
配
役
が
､
享
保
八
年
､
上
郷
商
人
の
手
に
成
立
す
る
過
程
を
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明
ら
か
に
し
､
そ
れ
が
後
背
地
市
場
を
代
表
す
る
船
持
商
人
と
幕
藩
権
力
の
接
点
に
於
い
て
'
ど
の
よ
う
な
展
開
を

示
し
た
か
の
検
討
を
通
し
て
､
近
世
中
期
に
お
け
る
河
川
水
運
の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
｡

注

拙
稿

｢元
禄
･
正
徳
期
に
お
け
る
水
運
の
発
展
と
商
品
流
通
｣
(日
本
歴
史
二
二
五
･
二
二
六
号
)｡

二
㌧
上
郷
用
船
差
配
役
制
の
成
立

日

川
船
運
送
の
混
乱
と
新
差
配
役
設
置
運
動

最
上
川
水
運
は
寛
文
か
ら
元
禄
期
に
著
し
い
発
達
を
示
し
た

が
､
酒
田
1
大
石
田
､
酒
田
-

上
郷
間
を
往
来
す
る
蹄
船
は
'
酒
田
と
大
石
田
船
が
完
全
に
独
占
し
て
い
た
｡
輸
逮

物
資
の
主
た
る
も
の
は
､
領
主
的
荷
物
と
し
て
公
定
運
賃
に
よ
る
城
米

･
私
領
米
と
相
対
運
賃
の
商
人
荷
物
と
が
あ

っ
た
が
う
後
者
に
つ
い
て
は
酒
田

･
大
石
田
船
間
で
上
-
荷
と
下
り
荷
の
片
運
送
の
協
定
が
あ
り
､
最
上
特
産
物
の

川
下
げ
輸
送
を
独
占
す
る
中
継
河
岸
大
石
田
の
発
達
は
顕
著
で
あ

っ
た
｡
と
こ
ろ
が
､
酒
田

･
大
石
田
船
間
の
協
定

違
反
を
め
ぐ
る
紛
争
は
初
期
以
来
た
え
ず
繰
り
か
え
さ
れ
､
元
禄
末
期
以
後
､
更
に
新
た
な
抗
争
が
発
生
し
て
き
た

の
で
あ
る
｡

先
ず
最
上
川
輸
送
に
関
す
る
上
郷
商
人
の
動
き
で
あ
る
｡
元
禄
七
年
の
最
上
川
支
流
沿
岸
の
山
辺
村
と
船
町
村
の

1

争
論
に
よ
る
L
､
従
来
酒
田
-
山
辺
間
の
登
せ
荷
物
は
､
酒
田
船
が
大
石
田
ま
で
送
-
'
大
石
田
船
か
ら
船
町
で
荷

揚
げ
し
て
'
船
町
か
ら
山
辺
ま
で
は
駄
賃
送
り
と
し
て
い
た
｡
と
こ
ろ
が
元
禄
七
年
山
辺
村
の
青
兵
衛
荷
船
が
従
来

の
慣
行
を
破
-
､
大
石
田
よ
-
山
辺
ま
で
直
積
通
し
に
し
た
こ
と
か
ら
起

っ
た
事
件
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
の
間
題
は

幕
府
検
便
の
調
査
に
よ
-
､
川
上
へ
の
荷
船
運
送
は
自
由
と
L
t
山
辺
村
の
勝
訴
と
な

っ
た
｡
ま
た
船
町
の

｢阿
部

三
右
衛
門
日
記
｣
享
保
六
年
四
月
二
十
三
日
に
､
八
郎
兵
衛
四
肢
､
三
右
衛
門
二
膿
､
弥
平
治

一
腹
の
計
七
膿
が
煙



2

草
を
つ
ん
で
は
じ
め
て
落
合
河
岸
を
下
っ
た
と
あ
み
｡
吉
兵
衛
荷
船
や
八
郎
兵
衛
以
下
の
船
は
肺
船
と
は
異
る
小
商

船
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
上
郷
に
は
特
産
物
商
品
生
産
の
発
達
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
小
商
船
の
活
動
が
活

発
と
な
-
'
荷
主
商
人
は
中
継
に
よ
る
諸
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
'
多
-
の
既
成
事
実
に
よ
っ
て
直
通
し

を
か
ち
と

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
正
徳
二
年
､幕
領
の
寒
河
江
村
藤
内
高

之
丞
･権
助
の
三
人
が
､運
賃
引
下
げ
を
条
件
に

(-従
欝

誓

諾

酢
げ
)
'

本
楯
河
岸
の
新
規
取
立
と
極
印
船
の
新
造
に
よ
る
本
楯
-
酒
田
間
の
城
米
輸
送
の
請
負
い
を
願
い
で
た
｡
正
徳
五
年

3

の
再
願
の
結
果
は
､
享
保
元
年
よ
-
､
城
米
運
賃
の
二
俵
引
下
げ
だ
け
を
実
施
し
た
の
で
あ
ふ
｡
そ
の
後
享
保
六
年

二
月
､
寒
河
江
村
藤
内
船
は
三
た
び
本
楯
河
岸
の
取
立
を
願
い
出
た
が
､
こ
れ
に
対
し
て
大
石
田
村
問
屋
沼
沢
又
左

衛
門
も
出
府
し
､
古
来
の
大
石
田
河
岸
の
作
法
を
の
べ
､
寒
河
江
の
新
願
は
取
次
し
な
い
と
の
話
を
つ
け
て
帰
柑
し

4た
｡一
方
最
上
川
水
運
の
発
達
と
と
も
に
著
し
い
発
展
を
み
た
酒
田
港
に
お
い
て
も
､.
元
禄
末
以
後
享
保
期
に
か
け

て
､
都
市
商
業
資
本
の
間
に
変
化
が
お
き
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
宝
永
五
年
以
後
､
旧
特
権
問
屋
層
が
､
し
き
-
に
領

主
権
力
と
結
び
新
た
な
移
出
入
税
徴
収
の
請
負
や
蔵
敷

･
口
銭
の
増
金
を
実
施
し
ょ
う
と
し
て
い
る
が
､
こ
れ
は
明

ら
か
に

｢近
年
諸
国
小
船
並
最
上
諸
荷
物
之
宿
｣
を
行
う
新
規
商
人
の
台
頭
に
よ
る
旧
来
の
特
権
的
問
屋
層
の
問
屋

走
法
の
乱
れ
-
収
益
減
少
に
対
す
る
対
応
で
あ

っ
た
｡
ぼ
し
て
享
保
四
年
の
株
仲
間
設
置
に
は
､
大
間
屋

･
小
間
屋

5

と
と
も
に
新
規
商
人
も
多
数
問
屋
仲
間
に
確
定
し
て
い
る
.

1
万
最
上
商
人
は
増
口
銭
や
酒
田
船
の
運
賃
高
値
に
は

強
い
反
発
を
示
し
､
村
山
地
方
各
地
の
在
方
荷
主
商
人
が
連
合
す
る
気
運
も
熟
し
て
い
た
｡
享
保
十
六
年
村
山
地
方

荷
主
三
二
名

(新
庄
三
㌧
清
水

1
､
大
石
田
五
､
尾
花
沢
三
㌧
楯
岡
三
㌧
天
童
四
､
山
形
四
､
左
沢

一
､
白
岩
二
､

谷
地
四
､
両
所

二

下
原

二

が
次
左
衛
門

(大
石
田
)
と
源
右
衛
門

(長
崎
)
を
郡
中
百
姓
商
人
惣
代
と
し
て
江
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戸
に
送
-
､
登
せ
荷
運
賃
引
下
げ
要
求
を
行
う
の
も
こ
の
よ
う
な
動
き
の

1
つ
で
あ
る

(二
藤
部
文
書
)
｡
と
も
か

く
最
上
上
郷
に
お
け
る
在
方
荷
主
商
人
の
成
長
と
こ
の
中
継
都
市
酒
田
の
旧
豪
商
の
変
化
､
分
解
と
は
深
い
関
係
が

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
｡
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
､
享
保
七
年
､
幕
命
に
よ
っ
て
大
石
田
用
船
独
占

の
請
負
が
廃
止
と
な
-
､
上
郷
請
負
差
配
役
が
成
立
し
た
｡
そ
こ
で
次
に
こ
の
決
定
事
情
を
み
て
い
き
た
い
｡

先
ず
第

一
に
､
従
来
の
大
石
田
船
独
占
請
負
の
弊
害
を
指
摘
し
て
出
訴
し
た
上
郷
村
々
及
び
商
人
の
動
き
を
み

る
｡
享
保
七
年

(月
日
不
明
)
大
石
田
船
輸
送
の
問
題
に
つ
い
て
最
上
の
惣
商
人
が
酒
田
の
万
蔵
院
に
会
合
し
､
そ

の
結
果
を
代
表
の
漆
山
村
七
左
衛
門

･
同
村
九
郎
兵
衛
が
江
戸
に
出
訴
し
､

一
方
漆
山
領
'
寒
河
江
領
六
〇
力
材
の

6

代
表
漆
山
百
姓
代
善
左
衛
門
､
商
人
代
七
左
衛
門
等
六
人
が
同
年
十
月
両
代
官
所
に
追
訴
し
な
｡

こ
れ
に
よ
る
と
､
大
石
田
船
独
占
の
弊
害
は
､
先
ず
運
賃
の
高
値
で
､
城
米
運
賃
は
百
俵
に
つ
き
七
俵
と
L
t
上

郷
の
百
姓
商
人
荷
物
に
つ
が
て
は
仲
々
乞
船
に
応
ぜ
ず
大
石
田
商
人
荷
物
の
み
を
積
下
し
､
強
て
乞
船
す
れ
ば
増
運

7

賃
を
行
う
と
い
う
の
で
あ
ふ
｡
次
に
二
四
〇
～
五
〇
膿
で
は
輸
送
能
力
が
不
足
で
あ
る
こ
と
､
従

っ
て
上
郷
か
ら
大

石
田
ま
で
の
陸
送
を
よ
ぎ
な
-
さ
れ
､
急
を
要
す
る
江
戸
向
け
の
紅
花

･
青
苧
な
ど
は
野
川
安
久
津
ま
で
陸
送
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
-
な
る
｡
こ
れ
は
上
郷
商
人
に
よ
っ
て
甚
だ
迷
惑
だ
と
い
う
の
で
あ
る
｡
更
に
幕
府
に
と

っ
て
の
重

大
事
と
し
て

｢近
年
廻
米
川
下
相
滞
､
湊
出
船
及
延
引
'
御
米
更
米
等
二
相
成
百
姓
難
義
有
之
由
｣
と
い
い
､
城
米

輸
送
へ
の
障
害
も
指
摘
し
た
｡

そ
こ
で
次
に
､
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
の
彼
等
の
要
求
内
容
と
幕
府

･
諸
藩
の
そ
の
採
択
過
程
に
つ
い
て
み
よ

う
｡
彼
等
の
要
求
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

向
後
酒
田
湊
船
持
上
郷
荷
主
申
合
､
自
今
酒
田

･
上
郷
井
川
通
有
来
候
船
入
会
為
積
登
､
上
郷
荷
物
積
下
'
帰
船

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ニ
酒
田
よ
-
積
登
侯
荷
物
積
登
候
棟
'
酒
田
井
上
郷
両
所
二
憧
成
者
差
配
人
申
付
船
配
り
為
致
候
ハ
､
､
狼
威
儀



ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

も
無
之
上
郷
荷
物
無
差
支
､
酒
田
船
持
共
上
下
運
賃
取
之
勝
手
宜
敷
可
有
之
哉

す
な
わ
ち
大
石
田
船
を
廃
し
て
上
郷
船
を
公
認
し
､
酒
田
船

･
上
郷
船
の
入
会
輸
送
を
行
い
､
酒
田

･
上
郷
と
も

に
新
規
差
配
人
を
た
て
､
要
す
る
に
酒
田
と
上
郷
荷
主
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
｡
ま
た

要
求
内
容
に
は
､
城
米
輸
送
運
賃
は
こ
れ
ま
で
の

一
分
半
引
下
げ
を
も

っ
て
五
俵
半
で
請
負
う
こ
と
｡
百
姓
商
人
荷

物
は
四
両

1
分

(虻
は
詣

一)
と
す
る
な
ど
が
あ

っ
た
｡
こ
れ
ら
は
上
郷

･
酒
田
に
お
け
る
新
規
差
配
役
及
び
差
配

料
と
-
た
て
と
と
も
に
担
当
代
官
か
ら
奉
行
所
吟
味
役
の
審
議
の
結
果
､
ほ
ぼ
要
求
通
り
決
定
し
た
｡

こ
の
こ
と
は
幕
府
が
'
上
郷
商
人
の
用
船
差
配
請
負
に
よ
っ
て
城
米
運
賃
引
下
げ
の
外
'
水
運
統
制
の
強
化
を
期

待
し
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
､
上
郷
に
お
け
る
商
品
流
通
の
発
達
と
在
方
商
人
の
成
長
に
対
応

し
た
積
極
策
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

⇔

最
上

･
酒
田
川
船
差
配
役
制
の
成
立

.先
ず
差
配
役
人
の
構
成
に
つ
い
て
み
る
と
､
上
郷
は
漆
山
村
善
左

衛
門

･
七
左
衛
門

･
九
郎
兵
衛

･
高
林
村
治
左
衛
門

･
寒
河
江
村
金
右
衛
門
の
五
人
で
あ
る
｡
前
三
者
は
先
に
百
姓

代

･
商
人
代
と
し
て
大
石
田
船
請
負
の
弊
害
と
新
規
差
配
役
と
り
た
て
を
出
願
し
た
も
の
で
あ
-
了
差
配
人
頭
取
と

8

な

っ
た
善
左
衛
門
と
あ
と
の
二
人
は
い
ず
れ
も
元
大
庄
屋
で
当
時
は
郡
中
百
姓
代
の
地
位
に
あ

っ
た
.

一
方
酒
田
湊
川
船
差
配
人
は
酒
田
町
年
寄
の
上
林
庄
七
郎
右
衛
門
を
頭
取
に
､
他
の
四
人
は
三
十
六
人
衆
か
ら
え

9

ら
ば
れ
庄
内
藩
酒
井
氏
か
ら
任
命
さ
れ
た
｡

¢ヽu

こ
こ
に
成
立
す
る
用
船
差
配
役
制
度
の
走
は
､
享
保
八
年
二
月
の

｢指
上
申
証
文
之
事
｣
に
よ
っ
て
そ
の
基
調
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
れ
は
最
上
差
配
人
の
場
合
は
幕
府
の
寒
河
江

･
漆
山
両
代
官
所
に
､
酒
田
差
配
人
は
酒
田

町
奉
行
所
に
出
さ
れ
た
が
､
内
容
は
仝
-
同
じ
で
あ
る
｡
諸
国
往
還
の
津
で
あ
る
酒
田
'
天
領

･
私
領
の
権
益
の
酵
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綜
し
た
河
川
水
連
の
統
制
は
統

7
権
力
た
る
幕
府
の
統
制
に
従
う
こ
と
が
当
然
の
原
則
で
あ
る
O
次
に
新
規
差
配
役

制
の
基
調
を
史
料
に
よ
っ
て
み
よ
う
｡

1
'
拙
者
共
儀
此
度
最
上
領
上
郷
荷
物
差
配
人
被
仰
付
侯
二
付
'
酒
田
湊
差
配
人
卜
申
合
御
回
米
川
下
之
儀
は
不

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

及
中
上
､
百
姓
商
人
荷
物
共
無
依
情
晶
負
手
支
不
仕
様
二
先
着
之
船
よ
-
段
々
荷
物
横
道
い
た
し
､
縦
手
前
荷

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

物
こ
も
上
郷

･
酒
田
共
二
手
船
帰
り
迄
相
待
不
申
'
先
着
の
船
方
積
立
候
様
二
被
仰
付
奉
畏
候

1
､
此
度
差
配
人
被
仰
付
､
右
為
入
用
舟
壱
膿
二
付
四
百
文
ツ
､
差
配
料
受
取
'
右
之
内
四
分

l
は
頭
取
善
左
衛

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

門
､
残
四
分
は
外
四
人
二
両
受
取
候
様
被
仰
付
難
有
奉
存
候
､
右
壱
膿
二
付
四
百
文
ツ
､
之
外
増
銭
礼
物
取
候

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

事
堅
仕
間
数
候
'
万

一
猿
儀
仕
後
日
被
及
御
開
候
は

､
差
配
役
被
召
上
､
何
分
こ
も
可
被
仰
付
候
､
且
又
登
下

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

り
船
頭
相
頼
運
賃
な
し
こ
荷
物
運
送
仕
事
少
分
之
荷
物
二
而
も
向
後
堅
御
停
止
之
被
仰
付
奉
畏
侯

(中
略
)

一
､
向
後
は
酒
田
差
配
之
者
と
申
合
､
船
積
之
場
所
々
々
二
而
立
会
差
配
仕
候
而
､
可
然
儀
も
御
座
候
ハ
ゝ
致
相

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

談
立
合
差
配
仕
､
狼
威
儀
無
之
棟
可
仕
旨
'
並
川
長
之
内
来
僚
船
道
替
侯
儀
は
格
別
､
自
今
ハ
新
造
増
之
事
無

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

之
様
こ
､
吟
味
可
仕
旨
奉
畏
候

(以
下
未
文
略
)

す
な
わ
ち
こ
の
要
点
は
､
廻
米
及
び
商
人
荷
物
を
酒
田

･
上
郷
両
船
と
も
す
べ
て
先
着
順
に
公
平
に
積
む
こ
と

(入
会
運
送
)
､
差
配
料
の
取
立
と
配
分
の
仕
方
を
示
し
､
そ
の
他
の

｢増
銭
礼
物
｣
や
無
運
賃
輸
送
な
ど
の
厳
禁

及
び
新
規
造
船
の
禁
止
な
ど
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
内
容
は
'
酒
田

･
上
郷
商
人
惣
代
に
よ
る
江
戸

へ
の
願
書
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
末
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
｡

更
に
同
年
同
月
､
酒
田
船
持
衆
の
町
奉
行
に
出
し
た
証
文
は
､
新
し
い
川
船
運
送
の
規
定
を
記
し
て
い
る
｡
そ
れ

は
五
ヵ
条
か
ら
な
-
'①
城
米
は
今
後
米
百
俵
に
つ
き

1
俵
半
宛
引
下
げ
る
'商
人
荷
物
用
下
げ
運
賃
は

l
披
(藍

｡
)

に
つ
き
四
匁

一
分
と
L
t
ど
こ
の
上
郷
河
岸
か
ら
酒
田
に
下
す
も
同
様
と
す
る
こ
と
､
②
従
来
の
酒
田
船

･
大
石
田



船
の
片
運
送
及
び
酒
田
船
の
大
石
田
よ
-
上
郷

へ
積
廻
し
を
禁
ず
る
と
い
う
旧
規
定
は
廃
止
し
､
今
後
は

｢上
郷
よ

-
酒
田

･
清
水
之
船
入
会
二
而
荷
物
積
受
､
上
下
運
賃
被
仰
付
'
有
難
仕
合
｣
で
あ
る
こ
と
､
③
最
上
川
通
船
の
数

は
､
上
郷
船
九
八
膿

･
清
水
船

〓

一般

･
酒
田
船
三
〇
〇
娘
で
計
四

一
〇
腹
と
定
め
'
こ
れ
以
上
の
新
船
道
立
は
禁

止
す
る
こ
と
'
④
少
し
の
荷
物
た
-
と
も
無
運
賃

･
差
荷
積
船
は
差
配
人
が
取
締
る
こ
と
､
⑤
破
船
の
弁
納
は
､
城

米
は
従
来
通
-
舟
方
三
分

一
､
商
人
荷
物
は
五
分

一
と
す
る
､
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
は
用
船
輸
送
の
新
法
に
つ
い
て
､
酒
田
船
持
衆
の
立
場
か
ら
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
｡
幕
府
は
酒
田
と
上
郷

と
を
直
結
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
'
用
船
輸
送
秩
序
の
再
編
を
計

っ
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
同
時
に
こ
の
新
法
は
､
旧

来
の
大
石
田
積
昔
が
上
郷
商
人
荷
物
を
甚
し
-
阻
害
し
た
こ
と
を
重
要
な
理
由
と
し
て
い
る
よ
う
に
､
上
郷
商
人
に

よ
る
商
品
流
通
の
円
滑
化
の
要
求
と
酒
田
船
持
の
上
郷
と
の
直
積
み
直
通
し
の
要
求
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
｡
し
か
も
こ
の
新
法
は
､
見
せ
か
け
的
な
と
こ
ろ
も
あ
-
､
輸
送
整
備
に
お
け
る
第

一
の
条
件
た
る
用
船
定
数
を

Fif]

蒲
す
こ
と
は
､
と
く
に
上
郷
の
場
合
は
じ
め
か
ら
困
難
だ

っ
た
よ
う
で
あ
脅

し
か
し
こ
の
新
法
=
上
郷
請
負
差
配

役
制
は
実
行
に
移
さ
れ
､
以
後
の
中
期
最
上
川
船
運
送
の
走
法
と
し
て
効
力
を
も

っ
た
点
で
､
最
上
川
水
運
史
上
画

期
的
な
改
革
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
こ
で
更
に
'
こ
の
上
郷
用
船
差
配
役
の
具
体
的
な
機
能
に
つ
い

カ.8

て
､
享
保
八
年
に
出
し
た
用
船
差
配
人
の
請
負
覚
に
よ

っ
て
､
そ
の
要
点
を
整
理
し
て
い
こ
う
｡

第

一
は
､
上
郷
新
河
岸
の
設
置
と
と
も
に
､
用
船
差
配
機
構
の
中
心
と
な
る
船
会
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
｡
新
河
岸
は
正
徳
年
間
以
来
､
設
置
運
動
を
展
開
し
て
き
た
本
楯
と
寺
津
で
あ
る
｡
河
岸
は
そ
の
他
'
酒
田

･
大

石
田

･
清
水
を
加
え
て
五
カ
所
と
し
､
そ
れ
ぞ
れ
に
船
会
所
を
置
き
､
差
配
人

一
人
と
頭
取
の
片
桐
善
左
衛
門
代
理

を
配
置
し
た
｡
上
郷
に
は
更
に
酒
田
差
配
人

一
人
宛
が
勤
め
'
上
郷
差
配
人
の
頭
取
片
桐
は
漆
山
を
惣
会
所
と
し
て

総
元
締
を
行

っ
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
新
た
に
本
楯
河
岸
に
は
船
問
屋
を
定
め
､
川
西
は
寒
河
江
村
善
内
､
川
東
は
書
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左
衛
門
と
き
め
た
｡
船
問
屋
は
商
人
荷
物
運
賃
十
分

一
を
取
立
て
､
通
船
積
荷
切
手
を
船
会
所
に
だ
し
て
改
め
を
う

け
､
ま
た
古
口
へ
の
往
来
を
だ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
船
問
屋
な
る
も
の
は
後
の
船
世
話
役
の
起
源
と
思
わ

れ
る
が
'
河
岸
機
能
の
統
制
に
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

第
二
は
口
留
番
所
の
改
廃
で
あ
る
｡
こ
れ
は
庄
内

･
新
庄
両
港
に
関
わ
-
の
あ
る
問
題
で
あ
る
が
､
従
来
の
四
つ

監

の
船
荷
改
所
を
上
-
下
り
各

一
カ
所
に
整
理
し
ね
.
ま
た
上
流
の
三
難
所

(碁
点

･
隼

･
三
ケ
瀬
)
に
は
上
郷

･
酒

田
よ
り
三
膿
の
用
心
船
を
置
き
､
清
水
船
通
過
の
場
合
は
新
庄
藩
人
足
を
出
す
こ
と
と
し
､
荷
物
は
上
-
下
-
と

も
､
上
郷

･
酒
田
の
別
な
-
先
着
順
に
明
船
に
積
む
こ
と
と
な
っ
た
｡

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
､
従
来

｢通
船
方
並
商
人
共
日
数
相
掛
-
迷
惑
｣
し
た
の
に
対
し
て
'
運
送
を
敏
速
か
つ
盛

ん
に
す
る
為
の
処
置
で
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第
三
は
運
送
の
円
滑
化
の
た
め
の
輸
送
手
続
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
各
種
物
資
の
運
送
に
つ
い
て
各
河
岸
は
そ
れ
ぞ

れ
支
配
区
域
が
あ
-
､
上
-
荷
物
は
酒
田
差
配
人
の
送
状
､
上
郷
よ
-
の
下
-
荷
物
は
上
郷
差
配
人
の
送
状
を
持
参

す
る
こ
と
と
し
た
｡
差
配
人
は
送
状
と
引
換
え
に
差
配
料
を
と
り
､
ま
た
私
領
米
及
び
商
人
荷
物
の
水
揚
げ
に
立
会

い
､
後
者
の
場
合
は
荷
主

･
船
頭
に
不
正
の
な
い
よ
う
か
ん
と
-
す
る
の
で
あ
る
｡
商
人
荷
物
の
荷
積
高
は
例
え
ば

山1

た
ば
こ
は
中
船
四
五
駄
､
小
渡
二
五
駄
の
ご
と
き
規
定
が
あ
聖

第
四
に
は
運
賃
に
つ
い
て
で
､
城
米
の
場
合
は
先
に
み
た
が
､
私
領
米
は
こ
れ
ま
で
よ
-

一
分
半
を
引
下
げ

(城

米
の

一
俵
ま
し
)
'
商
人
荷
物
は
､
寺
津

･
本
楯
よ
-
酒
田
ま
で
､
米
二
五
〇
俵
積
の
運
賃
金
四
両

l
分
を
基
準
と

し
た
｡
大
石
田
よ
り
酒
田
ま
で
は
三
両
､
小
波

1
両
三
分
､
上
郷
よ
-
酒
田
ま
で
の
小
渡
は
三
両
と
し
､
作
塩

一
俵

の
運
賃
は
酒
田
よ
-
大
石
田
ま
で
銀
五
匁
､
大
石
田
よ
-
上
郷
ま
で
三
匁
と
L
t
少
々
の
遠
近
に
よ
っ
て
加
減
は
し

な
か
っ
払
｡
こ
れ
ら
の
運
賃
高
は
､
従
来
の
大
石
田
用
船
輸
送
に
比
べ
､
か
な
り
の
引
下
げ
と
な
っ
た
が
､
今
後
こ



れ
を
基
本
と
し
て
各
種
商
品
の

｢積
口
｣
高
を
き
め
､
ま
た
蔵
敷
賃

･
水
揚
賃
な
ど
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

こ
の
享
保
八
年
の
運
賃
規
定
の
意
義
の

一
つ
は
､
こ
れ
が
そ
の
後
次
第
に
詳
細
と
な
り
､
貨
幣
価
値
そ
の
他
の
事

㈹

情
に
よ
っ
て
少
し
の
変
動
は
あ
る
が
､
所
謂
後
世
の

｢運
賃
走
法
｣
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
次
に
こ

の
時
の
走
に
よ
る
領
主
的
荷
物
と
商
人
荷
物
の
運
賃
高
を
比
較
す
る
と
､
城
米
の
上
郷
長
崎
-
酒
田
間
の
運
賃
百
俵

に
つ
き
六
俵
は
約

一
両

1
分

(諾

網
詔

と
し
て
)
に
当
-
､
商
人
荷
物
も
約

1
両
三
分
で
あ
る
か
ら
､
両
者
の
大
き
な

差
は
な
か
っ
た
｡
し
か
し
登
せ
商
人
荷
物
は
相
対
運
賃
で
利
益
増
殖
の
可
能
な
も
の
で
あ
-
､
の
ち
に
は
下
-
荷
物
切り

も
運
賃
増
し
が
行
わ
れ
た
の
に
対
し
､
運
送
物
資
の
大
宗
で
あ
る
年
貢
米
運
賃
が
仝
-
固
定
的
で
あ

っ
た
こ
と
･HB
,

用
船
業
の
不
振
と
運
送
秩
序
の
混
乱
な
ど
の
問
題
発
生
の
一
つ
の
基
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

第
五
に
破
船
の
弁
納
に
つ
い
て
み
る
と
､
私
領
米

･
商
人
荷
物
は
差
配
人
が
五
分

一
を
弁
じ
､
船
頭
不
正
の
場
合

は
こ
れ
に
弁
じ
さ
せ
る
が
､
そ
の
他
は
そ
の
場
所
を
支
配
区
域
と
す
る
河
岸
の
船
高
に
よ
っ
て
弁
償
す
る
と
あ
る
｡

ま
た
私
領
米
の
水
揚
の
さ
い
､
抜
荷
及
び
貫
目
不
足
は
船
主
が
こ
れ
を
弁
ず
る
こ
と
と
し
た
｡

以
上
の
よ
う
に
享
保
八
年
の
上
郷
川
船
差
配
役
の
成
立
は
'
上
郷
に
お
け
る
商
品
流
通
の
発
達
を
背
景
と
す
る
水

運
の
発
展
に
対
し
て
､
新
河
岸
の
設
置
､
運
送
の
円
滑
と
敏
速
化
を
図
-
､
ま
た
混
乱
し
て
き
た
城
米

･
私
領
米
及

び
商
荷
の
輸
送
秩
序
を
幕
府
の
権
力
の
下
に
､
河
岸
体
制
の
拡
大
と
統
制
の
強
化
に
よ
っ
て
維
持
し
ょ
う
と
す
る
も

i.斗H山

の
で
あ

っ
払
｡

こ
の
差
配
役
制
が
寛
政
四
年
の
幕
府
直
差
配
に
い
た
る
ま
で
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
る
｡
勿
論
そ
の

変
質
過
程
は
中
期
最
上
川
水
運
の
特
質
の

一
表
現
で
あ
-
､
以
下
そ
の
事
情
を
み
て
い
き
た
い
｡

〔注
〕Ⅲ船
町
公
民
館
所
蔵
文
書
､
元
禄
十
年
十
二
月
十
四
日

｢出
羽
国
村
山
都
山
ノ
辺
村
与
船
町
相
川
船
争
論
御
裁
許
御
下
書
拍
｣
｡
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闇阿
部
文
書
､
大
石
田
町
誌
所
収
｡

制二
藤
部
文
書
､
最
上
川
船
差
配
転
変
之
姿
｡

㈲
二
藤
部
文
書
､
万
留
日
記

一
｡

㈲酒
田
市
史
上

二
二
四
頁
､
尚
､
拙
稿

｢前
掲
論
文
｣
参
照
｡
酒
田
三
十
六
人
衆
の
交
替
も
元
禄

二
享
保
期
が
も

っ
と
も
顕
著
で

あ
る
｡
ま
た
村
山
地
方
に
お
け
る
在
方
荷
主
商
人
の
諸
研
究
に
よ
れ
ば
､
宝
暦
期
以
降
大
量
の
商
品
の
集
荷
と
土
地
集
積
を
は
じ

め
､
化
政
期
に
そ
の
最
盛
期
を
み
る
｡
例
え
ば
大
蕨
稲
村
家

･
山
口
村
伊
藤
家
お
よ
び
大
石
田
二
藤
部
家
な
ど
も
元
禄

･
享
保
期

に
成
長
し
た
も
の
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
の
城
下
町
問
屋

へ
の
従
属
か
ら
独
立
の
集
荷
問
屋
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
｡
伊
豆
田
忠
悦

｢東
北
後
進
地
帯
に
お
け
る
在
方
荷
主
の
形
態
と
商
品
生
産
｣
社
会
経
済
史
学
二
二
の
三
｡

難
波
信
雄

｢近
世
後
期
村
落
構
造
の
展
開
と
地
主
制
の
生
成
｣
文
化
二
七
の
三
｡
拙
稿

｢宝
暦

･
天
明
期
最
上
川
流
域
に
お
け
る

経
済
構
造
の
変
動
｣
歴
史
学
研
究
三
〇
四
｡

㈲
･㈱
･㈹
二
藤
部
文
書

･
仮
称
最
上
川
船
雑
記
､
東
村
山
郡
史
二
｡

刑増
運
賃
の
事
情
に
つ
い
て
は
､
五
人
乗
-
､
永
三
貫

〓

1五
文
の
と
こ
ろ
金
十
両
も
と
-
､
そ
の
上
十
月
か
ら
朔
日
増

･
十
五
日

増

･
晦
日
増
を
行
う
と
い
う
も
の
｡

㈲
善
左
衛
門
は
享
保
七
年
の
長
瀞

一
漢
の
際
､
山
形
藩
堀
田
軍
の
拠
点

(宿
)
と
な
-
､

一
挟
百
姓
に
対
じ
し
て
い
る

(漆
山
代
官

記
)
｡

抽新
法
は
川
船
輸
送
の
大
石
田
船
を
排
除
し
た
が
､
享
保
八
年
羽
州
代
官
は
､
城
米
川
下
げ
の
場
合
の
三
難
所
運
送
に
大
石
田
船
の

動
員
を
命
じ
､
元
文
四
年
冬
､
大
石
田
舟
十
膿
が
山
形
私
領
米
を
積
ん
で
酒
田
に
下
っ
て
い
る

(万
留
帳
四
)
0

㈹最
上
郡
大
蔵
相
清
水
､
小
屋
家
文
書
｡

㈹
こ
れ
ま
で
の
改
所
は
､
古
口

･
堀
之
内

･
清
水

･
名
木
沢
に
あ

っ
た
が
､
こ
れ
を
下
-
古
口
､
上
-
堀
之
内
に
限
っ
た
｡

㈹
そ
の
他
､
作
塩
の
貫
目
定
は
､
八
斗
人
で
二
五
貫
目
､
酒
田
船

へ
の
増
積
は
乗
子

l
人
に
塩
目

1
俵
､
若
干
の
ま
L
は
船
頭
荷
主

の
相
談
と
し
た
｡

個
城
米
積
の
舟
着
場
は
先
の
五
河
岸
に
限
ら
ず
幕
領
村
の
適
当
な
川
端
に
設
け
､
車
淵

･
長
崎
か
ら
大
石
田

･
毒
沢
ま
で

一
八
カ
所



に
上
り
､
運
賃
は
そ
れ
を
七
段
階
に
わ
け
た
｡
長
崎

･
車
淵
か
ら
酒
田
ま
で

1
0
0
俵
に
つ
き
六
俵
で
､
大
石
田
か
ら
は
二
俵
半

と
な
っ
て
い
る
｡

㈹
明
和

･
安
永
か
ら
寛
政
期
に
つ
-
ら
れ
た

｢石
要
集
｣
･
｢最
上
川
船
差
配
転
変
之
姿
｣
及
び
天
保
期
の

｢運
賃
定
法
書
｣
な
ど
が

あ
る
｡

㈹
享
和
二
年
舟
方
勘
定
控

(二
藤
部
文
書
)
に
よ
っ
て
'
大
船
七
兵
衛
船
の
上
郷
-
酒
田
間
の
運
送
諸
経
費
の
収
支
を
み
る
と
､
城

米

･
私
領
米
は
四
貫
文
か
ら
七
貫
文
の
損
､
商
荷
が
約
七
貫
文
か
ら
十

三
月
文
の
徳
と
な
っ
て
お
り
､
商
荷
に
よ
っ
て
､
年
貢
米

の
欠
を
補
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
尚
こ
の
点
は
本
稿
四
章

二
即
を
参
照
｡

㈹
享
保
九
年
三
月
出
羽
代
官
長
谷
川
庄
五
郎
は
､
旧
法
改
正

･
廻
船
便
利
に
よ
-
､
米
価
を
高
め

一
国
に
潤
沢
を
も
た
ら
し
た
功
で

禄
の
加
増
を
う
け
た

(寛
政
重
修
諸
家
譜
第
八
輯
巻

一
四
二
六
)
0

三
､
上
郷
用
船
差
配
役
制
の
展
開

H

上
郷
川
船
差
配
役
を
め
ぐ
る
対
抗

最
上
川
唯

一
の
仲
継
河
岸
と
し
て
用
船
及
び
輸
送
を
独
占
し
て
き
た

大
石
田
河
岸
の
特
権
を
排
除
L
t
新
規
差
配
役
の
取
立
と
河
岸
の
拡
大
を
行

っ
た
こ
と
は
､
新
旧
河
岸
の
問
屋
商
人

･
船
持
の
間
に
､
ま
た
船
持
商
人

一
般
の
間
に
も
輸
送
権
を
め
ぐ
る
種
々
の
紛
争
を
ま
き
起
し
た
｡

先
ず
大
石
田
は
新
差
配
役
取
立
直
後
か
ら
幕
府
代
官
所
及
び
江
戸
に
対
し
て
､
｢舟
道
願
｣
と
称
し
て
そ
の
撤
回

運
動
を
行
い
､
享
保
八
年
五
月
に
は
大
石
田
四
力
村
船
持
三
八
五
人
の
惣
代
三
〇
人
が
江
戸
に
出
府
し
た
｡
ま
た
こ

れ
は
､
川
船
差
配
願
い
の
江
戸
入
用
金
は
各
船
持
負
担
と
し
て
享
保
十
年
に
も
続
け
ら
れ
､
同
年
末
に
は
こ
れ
に
同

意
す
る
東
郷

･
下
郷
な
ど
近
在
村
々
及
び
清
水

･
堀
之
内

･
古
口
な
ど
新
法
に
よ
っ
て
打
撃
を
う
け
た
舟
着
場
を
加

1

え
て
四
十
五
か
村
の
連
判
を
も

っ
て
強
固
な
嘆
願
を
行

っ
て
い
か
｡
そ
の
後
享
保
十
四
年
二
月
､
漆
山
代
官
所
に
よ
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る
大
石
田
舟
道
願
い
の
吟
味
に
よ
る
と
､
大
石
田
各
領
村
々
(四
日
町

･
本
町

･
東
根
領
大
石
田

･
山
形
領
大
石
田
)

代
表
が
別
々
に
江
戸
出
府
し
て
請
願
す
る
こ
と
を
や
め
､
大
石
田
惣
村
と
し
て
嘆
願
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る

(万
留

書

覚

二

)
｡

大
石
田
用
船
差
配
撤
回
運
動
は
様
々
の
方
法
で
行
わ
れ
た
｡
請
願
の
代
表
は
三
年
か
ら
五
年
間
も
江
戸
在
府
の
ま

ま
執
よ
う
な
要
求
を
行
う
と
い
う
具
合
で
､
代
官
が
惣
村
と
し
て
の
嘆
願
を
命
じ
た
の
は
事
務
混
雑
を
解
消
す
る
た

め
の
必
要
か
ら
で
も
あ
ろ
う
｡
勿
論
大
石
田
の
要
求
は
す
べ
て
却
下
さ
れ
た
｡
問
題
は
地
域
的
経
済
的
な
利
害
関
係

に
根
ざ
し
た
も
の
で
､
上
郷
の
発
展
に
対
す
る

一
つ
の
反
動
と
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た
｡

上
郷
用
船
差
配
役
に
対
す
る
新
規
請
負
の
願
出
は
､
享
保
十
四
年
以
後
更
に
活
発
と
な
っ
た
｡
享
保
十
四
年
に
は

江
戸
町
人
が
運
上
金
上
納
を
条
件
に
請
願
L
t
上
郷
で
は
享
保
十
六
庫
､
寒
河
江
村
が
運
上
銭

･
城
米
破
舟

･
差
配

2

料
を
従
来
の
そ
れ
よ
り
好
条
件
で
請
負
い
た
い
こ
と
を
願
書
し
て
い
か
｡
ま
た
大
石
田
は
､
運
上
銭
二
〇
〇
貫
文
と

し
､
商
人
運
賃
庭
銭
は
上
郷
-
大
石
田
間
は
上
郷
が
と
-
､
大
石
田
よ
-
下
郷
分
は
大
石
田
と
-
と
し
て

(そ
の
他

は
同
じ
)
､
そ
れ
以
上
の
有
利
な
条
件
で
対
抗
し
た

(万
留
書
覚
四
)
｡

こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
失
敗
す
る
と
､
そ
の
後
再
び
元
文
二
年
十
月
､
寒
河
江
村
楯
西
の
弥
次
兵
衛
以
下
七
人
が
船

差
配
請
負
を
幕
府
奉
行
所
に
願
い
で
て
い
る
｡
そ
の
条
件
は
､
①
新
船

一
五
〇
膿
を
造
り
､

一
腹
よ
-
銀
五
分
ず
つ

益
金
を
上
納
す
る
｡
②
城
釆
破
船
の
郡
中
百
姓
方
弁
納
分
を
全
部
引
う
け
る
｡
@
金
八
〇
両
を
四
力
分
郡
中
百
姓
に

3

還
元
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
こ
れ
も
吟
味
の
上
却
下
さ
れ
て
い
ふ
｡

し
か
し
元
文
五
年
に
は
笹
嶋
弥
兵
次

(願
酬
舵
)
が
更
に
新
し
い
要
求
内
容
を
も

っ
て
江
戸
に
願
書
し
た
｡
笹
嶋
は

恐
ら
-
先
の
弥
次
兵
衛
と
関
連
あ
る
人
物
と
思
わ
れ
る
が
､
目
的
は
､
幕
府
の
羽
州
領
廻
米
を
請
負
う
と
同
時
に
最

上
川
船
差
配
役
を
つ
と
め
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
条
件
は
､
羽
州
廻
米
を
｢自
分
請
釆
｣
と
し
て
廻
漕
し
､



請
負
の
翌
年
よ
-
､
年
に
七
百
石
積
の
海
船
を

一
腹
ず
つ
道
立
し
て
御
用
船
と
す
る
､
そ
の
船
の
積
石
運
賃
は
川
船

差
配
役
の
収
入
で
あ
る
差
配
料
を
も

っ
て
あ
て
る
｡
し
た
が
っ
て
廻
米
の
た
め
の
欠
代
及
び
入
用
銭
は
こ
れ
ま
で
よ

4

り
相
当
引
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
'
請
負
期
間
は
二
〇
か
年
季
と
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
るt
｡

廻
米
請
負
は
初
期
か
ら
み
ら
れ
た
が
､
元
禄
期
以
降
は
､
江
戸
及
び
瀬
戸
内
海
筋
の
海
船
問
屋
が
海
船
輸
送
を
請

負

っ
た
と
み
ら
れ
､
享
保
五

二
ハ
年
に
は
出
羽

･
奥
羽
の
東
西
廻
り
と
も
に
江
戸
商
人
筑
前
屋
作
右
衛
門
が
海
船
差

lJ)

配
を
つ
と
め
て
い
ふ
｡
酒
田
に
は
､
近
世
初
頭
に
海
船
所
有
の
豪
商
が
存
在
し
た
｡
や
が
て
衰
退
し
､
寛
文

･
天
和

頃
に
薄
手
船
が
存
し
た
が
､
中
期
以
降
は
仝
-
滞
船
も
民
間
の
海
船
も
な
か
っ
た
｡
私
領
米

1
商
人
荷
物
輸
送
も
､

6

中
期
以
後
の
遠
隔
地
輸
送
の
す
べ
て
が
西
国
廻
船
に
依
存
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
の
げ
ぁ
ふ
.
酒
田
ま
で
の
城
米

7

の
用
船
輸
送
は
'
代
官

･
用
船
差
配
役

･
村
役
人
な
ど
の
支
配
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
.
従
来
の
こ
の
よ
う
な
廻

米
輸
送
の
慣
行
に
対
し
て
､
在
地
の

一
河
岸
商
人
が
川
下
げ
と
海
上
輸
送
を

〓
具
し
て
請
負
う
と
い
う
こ
と
は
画
期

的
な
事
業
で
あ
る
｡

そ
こ
で
幕
府
は
､
そ
の
影
響
を
知
る
た
め
に
､
は
じ
め
て
そ
れ
ぞ
れ
関
係
筋
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
｡
こ
の
笹
嶋

の
廻
米
請
負
及
び
用
船
差
配
役
取
立
願
い
に
対
し
て
'
答
書
を
求
め
ら
れ
た
酒
田
問
屋

･
船
持
惣
代
及
び
町
奉
行
の

意
見
を
要
約
す
る
と
'
問
屋
惣
代
は
｢万
事
新
規
相
改
候
筋
無
御
座
候
ハ
ハ
｣
差
支
え
は
な
い
と
し
､
船
持
惣
代
は
､

廻
米
請
負

･
海
船
道
立
は
よ
い
が
､
当
所
吟
味
の
上
取
立
て
て
い
る
用
船
差
配
役
を
他
所
者
が
行
う
の
は
不
安
で
あ

る
こ
と
､
若
し
取
立
と
な
る
場
合
は
､
願
人
と
上
林
七
郎
左
衛
門

(欝

馴
鵬
差
)
の
二
人
を
た
て
､
酒
田
船
登
せ
荷

の
差
配
に
混
乱
の
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
更
に
町
奉
行
は
､
酒
田
は
最
上
船
場
と
異

な
-
､
諸
国
海
船
の
出
入

･
用
船
運
送

･
舟
入
用
の
多
儀
等
､
思
い
の
外
に
問
題
が
多
い
の
で
､
願
人
取
立
と
な
る

8

場
合
は
､
酒
田
見
分
の
上
こ
れ
ま
で
同
様
差
配
を
勤
め
る
と
い
う
証
文
を
と
-
た
い
と
い
う
も
の
で
あ

っ
i
:J.
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そ
の
結
果
､
笹
嶋
の
要
求
は
実
現
し
な
か
っ
た
｡
そ
の
事
情
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
､
幕
府
は
別
に
'

こ
の
笹
嶋
の
願
書
が
出
さ
れ
た
元
文
五
年
前
後
に
､
最
上
川
船
運
送
に
つ
い
て
､
代
官
及
び
関
係
領
主
を
通
じ
て
詳

し
い
調
査
を
進
め
て
い
る
｡
元
文
四
年
に
は
最
上
船
拝
の
願
書
'
文
字
金
吹
替
に
よ
り
､
享
保
八
年
以
後
の
商
人
下

-
荷
物
運
賃
を
す
べ
て
三
割
増
と
し
､
申
船
上
郷
-

酒
田
間
は
金
五
両
二
分
､
永
二
分
五
厘
に
､
大
石
田
-

酒
田
間

は
金
三
両
三
分
､
永
十
五
匁
と
改
正
さ
れ
た
｡
幕
府
の
調
査
は
直
接
笹
嶋
願
書
と
関
係
は
な
い
が
､
上
郷
用
船
差
配

役
設
置
以
後
､
大
石
田
の
独
占
復
活
要
求
の
外
､
享
保
末
期
に
い
た
-
同
じ
上
郷
に
お
い
て
用
船
差
配
権
を
め
ぐ
る

争
い
が
激
し
-
な
っ
た
こ
と
､
そ
れ
は
荷
主
商
人
の
分
裂
と
輸
送
秩
序
の
混
乱
を
も
意
味
す
る
｡
次
に
検
討
す
る
元

文
四

･
五
年
の
船
道
調
査
は
､
こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
｡

jl

l空
又
四

･
五
年
の
幕
府
用
船
道
調
査

元
文
四

･
五
年
に
わ
た
-
､
幕
府
勘
定
所
は
､
最
上
川
沿
岸
に
所

領
を
も

つ
諸
領
主
に
対
し
て
最
上
川
船
道
調
査
を
行

っ
た
｡
こ
れ
に
対
し
ヤ
酒
田
港
役
人

･新
庄
藩

･来
畔
院

9

(誰

蛸
)
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
答
申
が
あ
る
の
で
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
み
た
い
｡

元
文
四
年
十

一
月
､
酒
田
船
持
代

･
船
肝
煎

･
大
庄
屋

･
町
年
寄

･
町
奉
行
よ
-
藩
主
に
出
し
た

｢最
上
川
船
之

儀
二
付
御
尋
の
趣
奉
承
知
乍
恐
御
答
申
上
候
事
｣
は
､
五
項
目
か
ら
な
り
､
同
年
の
来
畔
院
の
も
の
と
仝
-
同
じ
で

あ
る
｡
そ
の
主
な
点
は
､
上
郷

･
酒
田
差
配
人
の
船
配
り
に
不
公
平
が
な
い
か
､
入
会
船
の
数
六
〇
〇
腹
で
､
荷
物

輸
送
に
差
支
え
が
な
い
か
'
規
定
の
差
配
料

(鮎

S
S
が
)
の
外
､
船
頭

へ
の
礼
物

･
無
運
賃
或

い
は
増
運
賃

･
さ

し
荷
運
送
な
ど
は
な
い
か
'
新
規
差
配
役
以
前
の
よ
う
な
荷
物
用
下
げ
差
支
え
の
た
め
､
上
郷
-
大
石
田
間
の
馬
送

-
や
急
ぎ
荷
物
を
下
野
国
阿
久
津
ま
で
陸
送
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
､
な
ど
で
あ
る
｡

こ
れ
に
つ
い
て
来
畔
院
は
､
院
領
内
に
諸
商
人
は
な
-
､
百
姓
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
船
道
に
支
障
は
全
然



な
い
と
答
え
て
い
る
｡
ま
た
酒
田
港
役
人
は
､
享
保
八
年
の
差
配
役
の
規
定
は
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
'
酒
田
船
は
三

〇
〇
膿
請
負
の
と
こ
ろ
､
そ
の
後
次
第
に
減
少
し
'
大
船
は
二

一
四
～
五
膿
と
な
-
､
う
ち
丈
夫
な
船
は

1
五
〇
腹

で
残
り
は
古
船
で
あ
る
｡
こ
の
外

一
人
乗
船
二
〇
〇
余
娘
が
あ
-
､
大
山

･
丸
岡
城
米
の
運
送
に
あ
た
る
｡
こ
れ
で

登
せ
荷
物

･
城
米
下
し
に
格
別
の
支
障
は
な
い
こ
と
､
商
人
荷
物
運
賃
は
銭
両
替
の
高
下
に
よ
-
増
減
す
る
の
み
で

あ
り
､
大
石
田
ま
で
の
馬
送
り
は
船
の
手
支
え
で
は
な
-
荷
主
の
自
由
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
｡
ま
た
酒
田
船

･
上
郷
船
と
も
に
戻
-
船
に
荷
物
を
積
み
帰
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
が
､
実
際
は
先
着
船
が
多
い
の
で
空
船
で
帰

る
の
が
常
で
あ
る
｡
こ
れ
は
全
-
商
人
荷
物
の
不
足
の
た
め
で
あ
-
､
酒
田
船
の
減
少
は
止
む
を
え
ざ
る
当
然
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
最
後
に
酒
田
船
は
城
米
の
川
下
げ
を
第

一
と
し
､
私
領

米
の
雇
船
に
も
滞
-
な
-
差
向
け
､
商
人
荷
物
の
運
送
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
は
な
い
｡
だ
が
当
春
の
下
-
荷
物

運
賃
三
割
増
は
上
郷
船
に
の
み
益
し
て
､
酒
田
船
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
｡

以
上
は
酒
田
港
船
拝
の
立
場
の
答
書
で
あ
る
が
､
勿
論
大
凡
現
行
の
輸
送
秩
序
は
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で

あ

っ
た
｡
し
か
し
'
翌
元
文
五
年
八
月
'
再
び
答
書
を
求
め
ら
れ
た
｡
こ
れ
は
前
年
の
答
書
を
も
と
に
､
更
に
根
本

的
具
体
的
な
問
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡

第

一
間
は
廻
米
の
時
期
に
関
す
る
も
の
で
､
九
月
よ
-
初
春
ま
で
海
船
が
酒
田
港
を
出
船
不
可
能
な
理
由
及
び
正

月
末
か
ら
二
月
ま
で
に
廻
船
が
酒
田
に
つ
け
ば
五
月
ま
で
に
は
江
戸
着
米
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
城

米
の
江
戸
早
廻
し
の
意
図
か
ら
で
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
､
最
上
城
米
四
分

一
の
酒
田
川
下
げ
は

(格
別
の

悪
天
候
で
な
け
れ
ば
)
九
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
に
も
で
き
る
が
､
廻
米
海
船
の
酒
田
出
帆
は
､
越
後

･
敦
賀
な
ど

へ
の
商
人
荷
物
小
船
な
ら
ば
よ
い
が
､
九
月
末
よ
-
翌
三
月
初
め
ま
で
は
不
可
能
で
あ
る
｡
ま
た
江
戸
着
は
天
候
が

よ
け
れ
ば
早
-
て
正
月
中
旬
に
な
る
と
思
う
が
は
っ
き
-
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
と
答
え
て
い
る
｡
第
二
間
は
､
前
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年
夏
に
商
人
荷
物
用
下
げ
運
賃
は
三
割
増
と
な

っ
た
が
'
商
人
荷
物
不
足
の
場
合
は
運
賃
を
下
げ
る
か
ど
う
か
､
と

い
う
の
に
対
し
て
は
､
登
せ
荷
物
運
賃
は
､
従
来
と
も
最
上
商
人
と
船
拝
と
の
相
対
で
定
め
て
い
る
の
で
関
係
が
な

い
と
答
え
､
第
三
間
の
城
米

･
私
領
荷
物
及
び
商
人
荷
物
船
積
の
順
序
に
つ
い
て
は
､
冬
中
に
途
中
回
船
に
な
る
な

ど
特
別
の
場
合
以
外
は
､
そ
の
順
序
に
従

っ
て
船
割

･
船
差
向
け
を
行

っ
て
い
る
と
し
て
当
然
の
答
え
を
出
し
て
い

る
｡
第
四
間
は
最
上
船

･
酒
田
船
の
数
を
正
し
て
享
保
八
年
の
請
負
は
､
合
わ
せ
て
六
九
三
膿
で
あ

っ
た
が
､
そ
の

う
ち
大
石
田
船
二
〇
二
肢
は
破
れ
船
と
な
-
､
酒
田
船
の
不
足
が
八
六
腹
､
上
郷

･
酒
田
の
城
米
運
送
不
能
の
古
船

が
八
六
膿
あ
る
の
で
､
差
引
き
三

一
九
膿
だ
け
が
城
米

･
私
領
米
を
運
送
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
船
不
足

は
運
送
に
支
障
を
き
た
す
の
で
即
時
道
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
は
､
先
ず
前
年
の
解
答
と
同
様
'
丈
夫
な
る
船
と
古
船
を
あ
げ
､
更
に
酒
田
船
数
の
増
加
し
な
い

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

理
由
と
し
て
､
｢其
己
後

(順
鞘
)
最
上
方
こ
て
如
何
御
願
申
上
候
哉
､
右
定
の
外
の
船
も
商
人
荷
物
運
送
仕
侯
付
'

指
而
家
業
相
増
不
申
候
｣
た
め
'
新
船
の
増
造
も
不
可
能
で
あ
る
と
し
､
し
か
し
登
せ
荷
物
に
差
支
え
た
こ
と
は
な

い
と
い
い
､
ま
た
上
郷
船
数
は
明
ら
か
で
な
い
こ
と
'
酒
田
船
は
､
差
配
人
設
置
以
来
二

一
四
～
五
腹
で
'
今
日
も

そ
れ
よ
り
減
船
は
し
て
い
な
い
と
答
え
た
｡
第
五
問
は
､
前
節
に
み
た
上
郷
船
持
衆
の
要
求
を
う
け
て
､
入
会
運
送

を
認
め
な
が
ら
最
上
船
に
､
酒
田
よ
-
の
登
せ
荷
物
を
積
ま
せ
ぬ
の
は
何
故
か
と
い
う
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
に
対

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

し
'
入
会
運
送
は
大
変
結
構
で
あ
る
が
､
上
郷
に
は
｢最
前
御
究
の
四
百
拾
膿
の
外
の
船
も
商
人
荷
物
運
送
仕
候
付
'

荷
物
多
無
御
座
候
故
｣
で
､
結
局
戻
-
船
に
積
荷
が
で
き
な
い
の
は
酒
田
船
の
場
合
も
全
-
同
様
な
の
で
あ
-
､
そ

の
原
因
は

｢船
数
よ
り
商
人
荷
物
不
足
｣
に
こ
そ
あ
る
と
し
て
上
郷
船
持
側
の
追
求
を
け
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

元
文
五
年
の
酒
田
船
持
及
び
船
差
配
役
人
な
ど
の
答
書
に
よ
っ
て
幕
府
は
､
酒
田
船
を
中
心
と
す
る
最
上
川
運
送

の
秩
序

･
廻
米
運
送
の
時
期
を
た
し
か
め
'
運
賃
及
び
用
船
数
の
問
題
に
つ
い
て
は
､
商
荷
の
不
足

･
上
郷
の
定
以



外
の
船
の
商
荷
輸
送
の
指
摘
に
よ
-
､
上
郷
船
と
の
問
題
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
｡
ま
た
享

保
八
年
以
後
の
新
差
配
役
に
よ
る
輸
送
秩
序
に
著
し
い
混
乱
は
な
い
が
､
そ
の
規
定
は
必
ず
し
も
守
ら
れ
て
は
い
な

い
｡
そ
の
こ
と
は
用
船
輸
送
の
差
配
権
及
び
輸
送
手
段
の
用
船
に
つ
い
て
は
､
従
来
そ
の
範
囲
で
の
統
制
が
加
え
ら

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
用
船
差
配
は
船
持
河
岸
商
人
に
と

っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
-
､
従

っ
て
そ
れ
を

め
ぐ
る
種
々
の
紛
争
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
る
｡

EW血

次
に
元
文
五
年
九
月
､
領
内
に
清
水
河
岸
を
有
す
る
新
庄
藩
が
幕
府
代
官
宛
に
出
し
た
答
書
に
つ
い
て
み
た
30
｡

質
問
項
目
は
九
つ
か
ら
な
-
､
用
船
運
送
の
規
律
に
関
す
る
か
な
-
さ
細
な
こ
と
に
わ
た
っ
て
い
る
が
､
そ
れ
を
要

約
す
れ
ば
､

一
つ
は
私
領
米
輸
送
に
差
支
え
が
起
-
､
船
差
向
け
が
と
ゞ

こ
お
-
が
ち
な
の
は
何
故
か
､
差
配
人
の

心
付
け
な
ど
が
あ
る
か
ど
う
か
､
に
対
し
､
先
年
､
私
領
米
運
送
の
さ
い
は
手
船
の
外
領
内
町
船
を
全
部
差
向
け
､

不
足
分
は
大
石
田
船
を
雇
舟
と
し
た
の
で
便
利
で
あ

っ
た
が
'
享
保
八
年
以
後

｢領
内
舟
も
上
郷
舟
差
配
へ
申
達
候

故
｣
､
上
郷

･
酒
田
船
同
様
に

｢所
々
私
領
内
孝

一割
合
｣
と
な
り
､
不
都
合
が
多
-
な

っ
た
こ
と
､
及
び
清
水
船

は
じ
め
､

一
般
に
川
船
が
減
少
し
た
こ
と
を
あ
げ
､
差
配
人
の
心
ず
け
な
ど
は
な
い
と
し
て
い
る
｡
二
つ
に
､
無
運

賃
の
荷
積
み
は
な
い
か
､
ま
た
銭
両
替
高
下
､
吹
雪
或
い
は
水
滴
の
さ
い
商
人
相
対
で
運
賃
増
減
を
や
る
と
い
う
の

は
増
運
賃
の
こ
と
か
､
そ
の
場
合
の
運
賃
増
減
の
程
度
を
問
う
た
の
に
対
し
て
は
'
年
貢
米
積
下
し
の
場
合
は
増
運

賃

･
運
賃
引
下
げ
は
し
な
い
｡
商
人
船
頭
相
対
の
場
合
は
二
五
〇
俵
積
船
が
二
〇
〇
俵
位
つ
み
､
二
二
〇
俵
位
の
運

賃
を
と
る
｡
三
つ
に
､
差
配
人

･
船
持

･
船
頭
へ
の
礼
物
に
つ
い
て
､
酒
田
着
船
の
場
合
の
船
頭

へ
の
酒
代
の
意

味
､
私
領
方
が
差
配
人

･
船
頭
な
ど

へ
目
録

･
酒
代
を
送

っ
て
い
る

(猷
謡
詣

‰
珊
船
)
と
い
う
の
は
本
当
か
､
荷

物
酒
田
着
船
の
際
'
船
頭
へ
酒
代
を
出
し
た
の
は
領
分
商
人
の
だ
れ
か
､
ま
た
酒
田
船
頭
の
何
方
に
だ
し
た
の
か
'

こ
れ
に
対
し
､
酒
田
着
船
の
祝
儀
は
船
頭
に
出
す
も
の
で

一
般
に
つ
き
ど
れ
程
と
い
う
も
の
で
な
-
､
ま
た
荷
主
商
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人
が
出
す
の
か
､
船
頭
が
責
め
と
る
の
か
わ
か
ら
な
い
｡
差
配
人

へ
は
年
々
雇
船
す
る
に
つ
い
て
軽
き
送
物
を
す

る
｡
酒
代
を
出
し
た
商
人
､
と

っ
た
酒
田
船
頭
は
知
ら
な
い
｡
酒
田
着
船
の
場
合
'
商
人
よ
-
少
々
の
酒
代
銭
を
船

頭
に
だ
す
の
は
以
前
か
ら
の
慣
習
で
､
船
毎
に
や
る
の
で
は
な
い

(は
り
が
み
)
と
答
え
て
い
る
｡
四
つ
は
手
船
数

と
年
貢
米
廻
米
高
に
つ
い
て
で
あ
る
が
'
手
船
は
清
水
町
に
三
〇
膿

(う
ち
五
腹
は
二
八
〇
俵
積
､
二
五
膿
は
二
五

〇
俵
積
)
あ
-
､
年
貢
米
の
川
下
げ
高
は
七
年
に
よ
り
増
減
は
あ
る
が
､
五
万
俵
よ
り
三
万
俵
位
と
答
え
て
い
る
｡

こ
の
元
文
五
年
の
新
庄
藩
の
答
書
は
､
他
の
酒
田
港
な
ど
の
場
合
の
よ
う
に
再
度
の
調
査
に
対
す
る
提
出
と
み
ら

れ
る
が
､
先
ず
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
､
上
郷
用
船
差
配
役
の
設
置
以
来
､
新
庄
藩
の
年
貢
米
輸
送
が
円
滑
で
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
｡
領
内
唯

1
の
清
水
河
岸
が
､
下
郷
に
属
す
る
と
い
う
地
域
的
な
事
情
も
あ
る
が
､
上
郷
用
船
差

配
役
の
成
立
は
､
私
領
手
船
に
も
町
船
同
様
の
差
配
権
を
有
し
､
統

一
的
な
統
制
を
行
う
と
い
う
権
限
が
あ

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
｡
ま
た
酒
田
な
ど
へ
の
場
合
と
同
様
'
運
賃
の
増
減

･
礼
物
の
有
無
の
追
求
は
､
上
郷
な
ど
の
新
規
用

船
差
配
請
負
願
い
の
中
で
､
現
行
の
運
送
の
欠
陥
と
し
て
指
摘
し
た
点
を
幕
府
の
立
場
か
ら
正
し
た
も
の
に
ち
が
い

な
い
｡
更
に
以
上
に
み
た
元
文
四

･
五
年
の
幕
府
の
用
船
道
調
査
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
､
寛
保
元
年
八
月
､
酒
田
三

十
六
人
衆
惣
代
が
酒
田
町
奉
行
豊
原
多
助
に
対
し
'
酒
田
問
屋
頭

･
浦
役
人

･
用
船
差
配
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
選
出
方

Ⅳ仙山

法
及
び
そ
の
役
割
な
ど
を
正
し
て
答
害
し
た
も
の
が
あ
聖

関
係
内
容
の
主
な
点
を
み
る
と
､
元
文
五
年
羽
州
代
官

陰
山
外
記
が
庄
内
に
あ
る
幕
領
大
山
役
所
に
船
方
調
査
に
下
-
'
庄
内
藩
を
通
じ
､
酒
田
の
用
船
関
係
役
人
-
問
屋

頭

･
差
配
人

･
浦
役
人
な
ど
を
よ
ん
で
事
情
を
調
査
し
た
こ
と
､
ま
た
用
船
役
人
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
記
し
て
い

る
｡
後
者
に
つ
い
て
は
､
問
屋
頭
及
び
船
差
配
役
は
三
〇
年
前
に
設
置
さ
れ
'
問
屋
頭
は
三
十
六
人
衆
の
う
ち
よ

り
､
船
差
配
役
は
町
年
寄
及
び
三
十
六
人
衆
よ
り
え
ら
び
大
庄
屋
は
加
わ
ら
な
い
｡
問
屋
頭
及
び
船
差
配
役
は
年
寄



二
二
十
六
人
衆
の
加
役
で
､
本
役
を
兼
ね
て
つ
と
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
｡
浦
役
人
は
寛
文
年
中
に
は
じ
ま

-
最
初
並
町
人
よ
-
選
ば
れ
た
の
で
､
三
十
六
人
衆
か
ら
選
ば
れ
た
場
合
は
仲
間
か
ら
除
外
す
る
｡
ま
た
城
米
直
廻

し
以
後
は

｢御
城
米
船
宿
浦
役
人
｣
と
い
い
'
幕
府
の
扶
持
を
う
け
る
が
､
居
町
の
肝
煎
支
配
と
し
て
五
人
組
な
ど

は
町
並
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
三
十
六
人
仲
間
の
解
答
は
､
時
の
町
奉
行
が
理
解
し
て
い
る

｢浦
役
人
さ
へ
三
十
六
人
之
内
古
は
不

相
勤
儀
二
侯
ハ
､
､
問
屋
頭
弁
差
配
役
も
三
十
六
人
之
内
よ
-
は
相
勤
申
間
数
節
二
相
聞
候
｣
と
の
間
に
､
考
え
の

隔
り
が
あ

っ
た
｡
そ
れ
は
直
接
的
に
は
､
町
奉
行
-
大
庄
屋
の
藩
の
支
配
機
構
と
町
の
自
治
的
な
有
力
者
層
と
の
間

の
酒
田
港
町
支
配
内
部
の
問
題
で
あ
る
が
､
幕
府
権
力
を
背
景
と
す
る
最
上
川
水
運
の
統
制
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
｡
酒
田
は
最
上
川
の
河
口
に
位
置
す
る

｢諸
国
往
還
の
津
｣
で
あ
る
こ
と
､
と
-
に
そ
の
沿
岸
に
広
大

な
羽
州
幕
領
を
有
し
た
こ
と
に
最
大
の
理
由
が
あ

っ
た
｡
し
た
が
っ
て
酒
田
港
の
性
格
は
多
-
の
点
で
最
上
川
水
運

の
発
達
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
ま
た
酒
田
川
船
差
配
役
は
上
郷
と
異
-
'
三
十
六
人
衆

の
伝
統
に
従
い
､
そ
の
権
益
も

｢加
役
｣
と
し
て
有
力
商
人
が
独
占
し
た
の
で
､
上
郷
の
如
き
請
負
競
争
は
起
ら
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
上
に
み
た
元
文
四

･
五
年
の
幕
府
に
よ
る
川
船
道
調
査
の
其
の
目
的
は
何
で
あ

っ
た
ろ
う
か
｡
第

一
は
上
郷
に

お
け
る
河
岸
商
人
の
分
裂
-

川
船
差
配

･
廻
米
請
負
な
ど
の
新
規
要
求
に
対
す
る
吟
味
と
し
て
で
あ
ろ
う
｡
上
郷
に

お
け
る
用
船
差
配
役
の
直
接
的
な
問
題
は
､
史
料
的
な
制
約
か
ら
明
ら
か
で
な
い
が
､
先
の
答
書
に
見
る
限
-
､
現

行
の
川
船
差
配
役
の
矛
盾
を
真
に
指
摘
す
る
よ
う
な
根
本
的
な
対
立
が
生
じ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
｡
第

二
に
は
'
用
船
運
送
の
秩
序
を
維
持
し
､
用
船
の
確
保
と
大
量
の
城
米
運
送
の
迅
速
化
を
計
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と

かⅥじ

は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
｡
こ
れ
は
幕
府
の
廻
米
増
加
策
に
も
と
づ
-
も
の
で
､
幕
政
期
最
大
の
貢
租
額
を
示
し
た
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元
文
期
の
政
策
の

1
表
現
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡

〔注
〕Ⅲ二
藤
部
文
書
､
今
古
集
用
書

(享
保
九
～
十
三
年
)
｡

ŝB請負
条
件
は
､
運
上
銭

l
五
〇
貫
文
､
城
米
破
舟
の
百
姓
弁
米
の
う
ち
三
分

l
は
願
人
方
が
負
う
｡
差
配
料
は
四
〇
〇
文
か
ら
三

五
〇
文
に
引
下
げ
､
舟
方
の
便
宜
を
計
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

(万
留
蕃
覚
)
0

㈲
最
上
川
船
差
配
転
変
之
姿
｡

棚
方
留
書
覚
帳
及
び
酒
田
市
史
史
料
編

一
､
二
八

一
頁
｡

㈲
日
本
財
政
経
済
資
料

一
､
四
二

一
頁
｡

㈲
酒
田
市
史

史
料
編

一
､
六
三
頁
｡
明
和
七
年

｢御
国
目
付
中
江
御
差
出
御
書
之
写
｣
山
形
大
学
図
書
館
所
蔵
｡
拙
稿

｢近
世
初

期
西
廻
海
運
の
発
達
に
関
す
る
諸
問
題
｣
(東
北
史
学
会

･
東
北
水
運
史
の
研
究
所
収
)
0

刑
酒
田
市
史

史
料
編

一
､
二
四
二
頁
｡

㈱
酒
田
市
史

史
料
編

一
､
二
八

一
～

三
頁
｡

㈲
酒
田
市
史

史
料
締

一
､
小
屋
家
文
書
｡
来
畔
院
文
書

東
村
山
郡
史
巻
二
所
収
｡

㈹
小
屋
家
文
書
､
元
文
五
年
九
月

｢船
道
御
尋
御
答
書
写
帳
｣
｡

仙寛
保
元
年
八
月

｢時
御
町
奉
行
豊
原
多
助
殿
御
尋
二
付
仲
間
ヨ
リ
御
答
申
上
侯
控
写
｣
山
形
県
立
図
書
館
蔵
｡

摘日
本
財
政
経
済
史
料

一
､
古
島
敏
雄

｢商
品
流
通
の
発
展
と
領
主
経
済
｣
(岩
波
講
座
日
本
歴
史
近
世
4
所
収
)
.

羽
州
幕
領
の
尾
花
沢
代
官
領
で
は
享
保
八
年
の
定
免
制
施
行
に
よ
っ
て
次
第
に
年
貢
の
増
徴
を
み
た
こ
と
が
し
ら
れ
､
大
石
田
四

日
町
村
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
元
文
～
延
享
期
の
石
代
納
は

1
0
-
二
二
%
で
現
物
収
納
の
割
合
は
最
大
の
効
果
に
達
し
て
い

る
｡
廻
米
量
も
近
世
期
を
通
じ
て
最
高
に
達
し
､
以
後
幕
末
ま
で
多
-
て
も
そ
の
半
分
位
ま
で
し
か
の
び
な
か
っ
た
｡
こ
れ
は
幕

領
の
一
般
的
傾
向
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る

(拙
編
著

『尾
花
沢
市
史
の
研
究
』
第
四
章
｡
高
橋
裕
子

｢幕
府
租
税
制
度
の
研
究
｣

山
形
大
学
教
育
学
部
昭
三
九
卒
論
)
｡



四
､
用
船
業
の
不
振
と
船
差
配
仕
法
の
改
正

H

大
石
田
中
継
川
船
業
の
不
振
と
そ
の
背
景

元
文
調
査
か
ら
七
年
後
の
延
享
四
年
七
月
､
幕
吏
神
山
三
郎

左
衛
門
以
下

1
四
人
が
'
大
石
田
を
中
心
と
す
る
最
上
船
拝
の
諸
要
求
を
う
け
て
､
現
地
調
査
を
実
施
し
た
｡
大
石

田

･
横
山

･
清
水
各
船
持
及
び
各
領
分
名
主
､
次
に
酒
田

･
上
郷
両
差
配
役
と
舟
配
問
屋
を
呼
び
､
そ
の
調
査
は
酒

田
と
尾
花
沢
で
約
二
か
月
に
わ
た
る
長
期
間
に
及
ん
で
い
る
｡

調
査
は
船
持
の

｢舟
上
下
入
用
帳
｣
や
差
配
役
方
記
録
の

一
〇
か
年
来
の
荷
物
舟
高

･
私
領
米
高
及
び
城
米
高
な

ど
の
検
査
と
尋
問
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
｡
こ
の
度
の
調
査
を
直
接
誘
引
し
た
大
石
田
船
持
な
ど
の
言
分
は
､

一
両
年

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

来
の
米
の
高
値
と
積
荷
物
不
足
に
よ
-

｢是
以
仕
当
テ
ニ
合
申
義
も
無
之
､
殊
二
御
城
米
近
年
殊
外
多
ク
相
成
-
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

商
人
物
不
足
故
努
々
合
不
申
候
､
何
共
迷
惑
仕
候
｣
と
い
い
､
そ
の
上
片
運
送
の
最
上
船
は
周
窮
必
至
だ
と
い
う
と

1

こ
ろ
に
あ
か
｡
安
運
賃
の
城
米
の
増
大
は
､
と
-
に
寛
保
-

延
享
期
の
村
山
地
方
に
お
け
る
幕
領
の
拡
大
と
幕
府
の

2

廻
米
増
加
策
に
あ

っ
た
と
い
え
ふ
｡

ま
た

｢用
船
道
｣
の
不
振
の
要
因
は
､
新
規
の
上
郷
船
が
農
民
的
商
品
流
通
の
発
展
に
吸
着
し
独
占
し
て
､
用
船

輸
送
荷
に
関
し
て
既
得
権
を
も
ち
'
以
前
か
ら
輸
送
力
の
大
部
分
を
占
め
て
き
た
大
石
田
船
が
､
専
ら
領
主
米
の
輸

送
の
み
に
限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
｡
す
な
わ
ち
大
石
田
惣
船
持
の
訴
え
る

｢商
人
物
不
足
｣
を
め
ぐ

3

る
問
題
で
あ
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
延
享
四
年
七
月
の
大
石
田
御
料
私
領
惣
船
持
百
姓
の
答
春
か
ら
や
や
く
わ
し
く
み

る
こ
と
に
し
た
い
｡

史
料
の
性
格
か
ら
内
容
は
､
上
郷
船
と
大
石
田
船
の
用
船
業
に
お
け
る
経
営
利
害
の
差
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
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主
眼
点
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
｡
第

一
に
船
持
百
姓
の
差
に
つ
い
て
､
上
郷
船
持
は
す
べ
て
商
人

･
荷
宿
を
兼
業

し
､
そ
の
数

一
〇
人
余
で
あ
る
が
'
し
た
が
っ
て
手
前
荷
物
を
自
由
に
運
送
し
'
蒋
主
よ
-
は
蔵
敷
を
と
-
､
ま
た

船
方
運
賃
の
十
分

一
を
取
得
し
､
と
-
に

｢紅
花

･
青
苧

･
た
ば
こ
之
類
茂
多
ク
相
成
申
し
こ
付
'
実
船
ヲ
以
専
二

運
送
仕
｣
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
し
て
そ
の
残
荷
物
を
大
石
田
跳
船
に
荷
配
-
す
る
状
態
で
､
そ
の
上
郷
実
船
と
上

郷
河
岸
の
挑
船
の
数
は
第
1
表
の
通
-
に
な
る
｡

第
二
に
､
諸
荷
物
積
出
し
に
つ
い
て
の
船
割
は
船
差
配
人
の
権
限
で
あ
る
が
､
そ
れ
も
､
城
米

･
私
領
米
の
船
割

は
定
の
通
-
行
わ
れ
る
が
､
｢舟
方
勝
手

二
相
成
侯
処
之
商
人
荷
物
舟
､
大
石
田
村

へ
ハ
一
向
舟
割
不
仕
候
｣
と
い

い
､
そ
こ
で
大
石
田
船
拝
は
自
分
で
荷
主
を
求
め
､
商
人
荷
物
を
工
面
す
る
外
は
な
い
｡
し
た
が
っ
て
運
送
量
の
増

減
及
び
益
不
益
の
不
安
定
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
｡

第 1表 上郷実船と大石田挑船

上 郷 船 大石田より継 船

寺 津 船 13鯉余 21般

寒河江船 18// 4/y

船 町 船 7ノク 3/I

計

余膿

ク

ク

ク

4

2

0

9

3

2

1

第
三
に
大
石
田
積
出
量
の
限
界
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
｡

大
石
田
河
岸
江
出
候
処
之
荷
物
ハ
上
郷
よ
-
出
作
之
紅
花

･
青
苧

･
た
ば
こ
之

ヽ
ヽ
ヽ

類
'
最
上
川
之
内
三
ヶ
所
之
難
所
二
而
難
船
等
速
候
義
を
如
何
と
相
考
候
商
人
陸

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

附
仕
､
相
送
り
候
分
計
凡
船
数
こ
て
弐
拾
般
程
､
並
近
辺
よ
-
相
出
候
所
之
殻
類

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

積
船
拾
般
程
漸
津
江
出
仕
候
､
当
所
船
横
山

･
寺
津
江
舟
入
会
二
而
運
送
仕
候
得

は
前
段
二
申
上
候
通
り
商
人
荷
物
船
と
限
-
多
分
之
高
下
御
座
候
､
畢
寛
舟
配
り

致
方
不
順
故
と
乍
恐
奉
存
候

す
な
わ
ち
大
石
田
河
岸
積
出
の
商
人
荷
物
は
､
上
郷
地
域

(山
形

･
天
童
周
辺
)

か
ら
羽
州
街
道
を
陸
送
し
て
大
石
田
で
積
出
す
高
価
で
軽
荷
の
特
産
物
二
〇
般
分
と

大
石
田
近
辺
の
殻
類

一
〇
捜
分
で
合
計
三

〇腹
分
に
限
ら
れ
る
｡
上
郷
河
岸

へ
の
継



船
は
前
述
の
よ
う
に
極
め
て
不
安
定
な
状
態
で
あ
る
が
'
当
時
大
石
田
の
有
船

二
二
三
膿

(九
五
膿
と
も
い
う
)
の

う
ち
､
継
船

(挑
船
)
を
除
い
て
も
､
五
八
膿
余

(二
〇
膿
余
)
｢御
城
米

･
御
私
領
米
運
送

一
通
-
｣
と
な
る
わ

け
で
あ
る
｡

大
石
田
船
持
方
の
答
書
に
よ
る
上
郷
船
方
と
大
石
田
船
方
と
の
用
船
業
の
利
益
差
が
で
き
る
原
因
は
以
上
の
通
-

で
あ
る
が
､
そ
れ
に
は
結
局
､
中
期
以
後
発
展
し
っ
つ
あ
る
村
山
南
部
の
生
産
地
内
或
い
は
近
接
す
る
上
郷
船
持
商

人
が
､
幕
藩
権
力
に
寄
生
し
領
主
米
と
と
も
に
商
人
荷
を
も
独
占
し
よ
う
と
す
る
既
成
の
大
石
田
中
継
船
と
の
競
合

に
お
け
る
有
利
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
用
船
業
に
お
け
る
利
潤
取
得
の
方
式
は
､
収
入

と
し
て
の
運
賃
よ
-
､
上
納
金
及
び
諸
経
費
を
差
引
い
た
残
と
し
て
だ
さ
れ
る
｡
そ
こ
で
大
石
田
船
方
が
出
し
た
用

船
業
の
第
四
の
問
題
と
し
て
'
川
船
方
の
営
業
例
か
ら
上
郷
-

酒
田
間
と
大
石
田
=

酒
田
間
の
比
較
及
び
領
米
と
商

人
荷
運
送
の
場
合
の
利
益
差
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
｡

第
2
表
は
用
船
の
標
準
的
な
規
模
で
あ
る
四
人
乗
(二
五
〇
俵
積
)
の
場
合
に
つ
い
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
が
､

第

一
点
の
上
郷
積
下
げ
と
大
石
田
の
そ
れ
を
中
心
に
み
る
と
'
同
じ
城
米
の
場
合
で
前
者
は

一
貫
二
五
文
の
利
が
あ

る
が
､
後
者
で
は
二
貫
二
〇

一
文
の
損
と
な
-
､
大
石
田
積
の
場
合
は
商
人
荷
で
も

一
貫
九
三
三
文
と
利
益
が
少
な

い
｡
そ
れ
は
の
ち
の
享
和
二
年
の
史
料
で
も
明
ら
か
で
あ
り
'
商
人
荷
に
つ
い
て
も
大
石
田
積
下
げ
は
､
上
郷
積
下

げ
の
場
合
の
半
分
に
も
満
た
な
い
状
態
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
の
理
由
は
こ
の
表
で
み
る
限
-
､
大
石
田
積

が
上
郷
積
の
'
運
賃
収
入
で
は
城
米
で
六
〇
%
と
な
る
が
､
諸
経
費
で
は
以
然
八
二
%
弱
も
支
出
す
る
こ
と
'
中
で

も
水
主
給
が
上
郷
積
も
大
石
田
積
の
場
合
も
同

1
で
あ
る
こ
と
が
主
た
る
理
由
で
あ
-
､
こ
の
点
は
享
和
二
年
の
場

合
も
同
じ
で
あ
る
｡
し
か
し
い
ま
実
際
の
こ
の
具
体
的
な
条
件
分
析
は
も
ち
あ
わ
せ
な
い
の
で
こ
こ
で
は
問
題
の
指

摘
に
と
ど
め
る
外
は
な
い
｡



第2表 川船方利益計算表 -4人乗250億の場合-

毒

展
7

蛸
輝

e照
塞

≡

T
峰
畑
土

罵
り心琵

合壁瑠

支 出 入の 種 渠 延 享 4 年 享 和 2 年
城 米 城 米 私 領 米 商 人 荷 城米 (1番) 商人荷(3番)商人荷(4番)

上郷-酒田(34-5日) 大石田-酒田(23日) 上郷-酒田 大石田-酒田 上郷-酒田(三河) 上郷-酒田 大石田-酒田

敬 1.運 賃 12俵半 7俵半 16俵21 3両3分15匁 23メ100文 5両2分 3両2分入 (-18メ720文) (15俵225) 6メ158文 63文

支也 2.上 納 金(3.飯 米) 4俵 2俵半 5俵 十分-1メ872文(32'#i芦 (5i孟407253 1メ096文(57&1844iF 1メ096文2メ888文

4.船 頭 給 分 1メ357文 711文 1メ886文 1メ540文 )金3分960文 )金3分960文 金3分960文5.水主3人給分 5メ760文 5メ760文 5メ760文 5メ760文

6.その他諸経費 4メ610文 3メ230文 5メ480文 3メ980文 15メ775文金3分17メ831文 15メ653文金3分17メ712文 7メ610文金3分9メ666文
7.支 出 小 計(2+4+5+6) 11メ721文 9メ701文 13メ126文 13メ152文

計算 8.i-313: 2両2分15匁6812メ000文 1両2分 5厘7メ500文 3両1分-15匁9516メ354文 15メ085文 15メ620文 33メ554文 19メ092文9.利益(8-7) 1メ025文 -2メ201文 3メ238文 1メ931文 -6メ921文 11メ227文 4メ834文

備 考 ⑥に差配料400文を含む○ 運賃 3割増 両かへ6メ 前記の両かへ 前記の両かへ10両-32俵 280文 によれば⑨は11メ132 によれば⑨は4メ716文

史料は延享4年 ｢卯舟上下入用帳｣､享和2年 ｢船方勘定細｣による｡いずれも二藤部文書､山形大学図書館所蔵｡

計算がまざらわしいのは､史料記載の形式をのこそうとしたためである｡



第3表 川船運送における諸経費の内容

(∋延享4年上郷-酒田 ②延享4年大石田-酒田 (参事和2年上郷-酒田

4人乗 城 米 4人乗 商 人 荷 4人乗 商 人 荷

食料燃料 1.飯米4俵 (6メ000文) 1.飯米2俵半 3メ635文 1.飯米5俵8斗 7メ144文

2.味噌4メ500匁 640文 2.味噌2メ100文 300文 2.味噌4メ500匁 750文

3.たはこ8把 240文 3.たはこ 130文 3.たはこ9わ 405文

4.酒田宿 200文 4.酒田宿 800文 4.塩5合 30文

5.道中小遣 600文 5.道中小遣 600文 5.上下小遣 8メ421文

小 6.薪木 900文 6.新木 500文 A小計 16メ750文(56.7%)
逮 A小計 8メ580文 A小計 5メ965文

(48.4%) (40.1%)

船具設備 7.網代 600文 7.網代 200文 6.綱2丁 560文

8.打具 200文 8.打 くい 200文 7.舟代 2メ500文

9.さを 80文 9.さを 80文 8.古真鯛1丁 1メ600文

10.はこさ 400文 10.はこき 400文 9.大工払 1メ390文

ll.とまむしろ 200文 ll.とま蓮 250文 B小計 6メ050文(20.4%)
12.わら代 150文 12.わら代 100文

B小計 1メ630文 B小計 1メ230文
(9.2%) (8.3%)

上柄袷 13.差配科 400文 13.差配料 400文 10.上納金 1メ096文

14.船頭給分 1メ357分 14.船頭給分 1メ540文 ll.水主給 金3分 960文

15.水主3人給分5メ760文 15.水主給分 5メ760文 C小計 6メ766文(22.9%)※両かヘ6メ280文
C小計 7メ517文 C小計 7メ700文

(42.4%) (51.7%)

金 D合計 17メ727文 D合計 14メ895文 D合計 29メ566文

史料は第2表に同じ｡
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第
二
点
の
領
主
米
と
商
人
荷
の
運
送
の
利
潤
取
得
に
つ
い
て
は
､
延
享
四
年
の
史
料
に
よ
れ
ば
'
私
領
米
は
城
米

の
三
倍
強

(上
郷
積
)
､
商
人
荷
は
城
米
の
四
倍
強

(大
石
田
積
)
の
利
益
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
勿
論
利
益
の
大
き
さ

は
城
米

･
私
領
米

･
商
人
荷
の
順
序
で
あ
る
が
､
上
郷
積
で
は
城
米

･
私
領
米
で
も
収
益
が
あ
る
が
､
大
石
田
積
は

商
人
荷
の
外
は
い
ず
れ
も
不
足
と
な
る
｡
領
主
荷
物
運
送
の
損
失
は
'
固
定
し
た
公
定
の
安
運
賃
に
専
ら
原
因
し
て

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
し
か
し
の
ち
の
享
和
二
年
と
比
較
し
た
場
合
､
延
享
四
年
に
は
上
郷
積
の
場
合
は

城
米
で
も
利
益
分
が
残
っ
た
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡
享
和
二
年
に
は
上
郷
積
も
城
米

･
私
領
米
と
も
大
き

な
損
失
と
な
-
､

一
方
商
状
荷
の
利
益
が
拡
大
し
､
領
主
的
荷
物
と
商
人
荷
物
運
送
の
隔
差
が

1
層
激
し
-
な
っ
た

4

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
ふ
｡

そ
こ
で
こ
の
隔
差
の
起
る
原
因
は

一
つ
は
運
賃
の
高
低
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
-
で
あ
る
が
､

一
方
経
済
的

な
条
件
を
直
接
反
映
す
る
諸
経
費
の
内
容
を
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡
諸
経
営
の
内
容
は
例
え
ば
､
第
三

表
の
①
に
つ
い
て
上
郷
-
酒
田
間
の
城
米
積
の
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
､
食
料

･
燃
料

･
小
道
が
全
体
の
四
八

･
四

%

(八
貫
五
八
〇
文
)
､
上
納

･
給
金
が
四
二

･
四
%

(七
貫
五

1
七
文
)
で
'
ま
た
船
具
設
備
が
九

･
二
%

(
1

貫
六
三

〇文
)
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
享
和
二
年
に
は
､
米
値
段
は
延
享
四
年
と
ほ
と
ん
ど
変
-
な
い
が

(
一
俵
約

一
貫
五
〇
〇
文
)
'
諸
経
費
の
全
体
は
延
享
の
六
割
増
の
二
九
貫
五
六
六
文
と
な
-
､
延
享
の
そ
れ
に
対

し
て
､
上
納

･
給
金
の
割
合
が
減
じ
て
食
料
等
の
経
費
が
多
-
な
-
､
と
-
に

｢上
下
小
遣
｣
部
分
が
多
額
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
用
船
業
経
営
の
発
展
の
条
件
と
し
て
､
商
人
荷
物
-
農
民
的
商
品
の
流

通
に
吸
着
す
る
度
合
が
い
か
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
と
い
え
る
｡

ま
た
以
上
の
こ
と
か
ら
延
享
期
の
用
船
業
に
お
け
る
資
本
の
回
転
を
大
石
田
船
の
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
､
当
時

の
用
船
造
立
費

(四
人
乗
)
は
､
造
立
代

(四
〇
両
余
)
､
諸
道
具
代
六
両
二
分
で
計
四
六
両
二
分
余

(二
二
〇
貫



八
〇
〇
文

･
両
か
え
四
､
八
〇
〇
文
)
で
あ
る
か
ら
'
運
送
は
年
五
回
と
し
て
う
ち
城
米

･
私
領
米
あ
わ
せ
て
三
回
､

商
人
荷
二
回
と
し
て
も
差
引
損
徳
は
零
に
近
い
｡
純
益
は
お
ろ
か
資
本
の
回
収
は
全
-
不
可
能
で
､
大
石
田
川
船
業

が
ま
さ
に
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
勿
論
大
石
田
船
持
層
の
中
で
も
自
ら
商
人

･
荷
宿

と
し
て
経
営
を
拡
大
し
た
も
の
も
あ
-
､
専
ら
旧
来
の
中
継
川
船
業
に
依
存
す
る
も
の
と
の
間
に
分
解
が
お
こ
-
'

上
郷
用
船
差
配
役
の
成
立
以
後
と
-
に
は
げ
し
-
な
っ
た
｡
こ
の
時
期
の
河
岸
商
人
の
経
営
分
析
は
小
論
の
主
題
で

5

は
な
い
が
､
こ
の
典
型
と
し
て
四
日
町
二
藤
部
兵
右
衛
門
家
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ふ
｡
と
も
か
く
大
石
田
中
継
川
船
業

の
不
振
に
対
す
る
上
郷
船
持
商
人
の
発
展
の
理
由
は
前
述
し
た
が
､
こ
の
輸
送
力
の
減
退
-
廻
米
制
の
危
機
に
対
し

て
幕
府
権
力
が
ど
う
対
処
し
た
か
が
次
の
問
題
で
あ
る
｡

出
川
船
差
配
仕
法
の
改
正

前
項
で
は
大
石
田
船
拝
の
困
窮
の
理
由
を
種
々
の
面
か
ら
明
ら
か
に
L
t
更
に

用
船
業
の
実
能
首

分
析
し
た
｡
そ
れ
は
要
す
る
.に
大
石
田
船
持
の
意
図
す
る
上
郷
船
と
大
石
田
船
の
川
船
業
の
差
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
が
､
洞
時
に
具
体
的
な
対
策
を
大
石
田
船
持

(二
九
人
署
名
)
よ
-
幕
府
の
御
勘
定

6

神
山
三
郎
左
衛
門
宛
に
だ
さ
れ
て
い
か
｡
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
､
享
保
八
年
の
城
米
運
賃
の
定
め
に
よ
っ
て
大
石
田

船
持
は
年
々
困
窮
し
､
減
少
し
て

(現
在
は
九
五
娘
余
)
､
城
米
運
送
の
不
円
滑
は
必
至
で
あ
る
こ
と
､
ま
た

｢近

年
米
高
直
銭
下
直
仕
舟
方
ハ
仕
当
Ii合
申
筈
｣
と
い
わ
れ
､
上
郷
船
河
岸
は
増
運
賃
の
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
が
､

大
石
田
の
場
合
は
仝
-
違
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
､
先
ず
大
石
田
船
持
の
増
運
賃
を
行
う
こ
と
､
第
二
に
新
庄
領

船
会
所
を
当
所
に
立
て
る
こ
と
､
第
三
に
大
石
田
よ
-
も
差
配
役
五
人
を
立
て
'
船
差
配
は
上
郷

･
当
所
立
会
の

上
､
順
道
に
行
う
､
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

幕
吏
神
山
は
､
最
上
船
の
大
部
分
を
所
持
す
る
大
石
田
河
岸
の
主
張
の

一
部
を
と
-
入
れ
'
上
郷
差
配
役
及
び
船



近世中期における最上川水運の発展と統制

配
問
屋
の
意
見
を
調
整
し
て
､
従
来
の
用
船
差
配
仕
法
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
あ
る
｡
第

一
は
幕
領
大
石
田

本
町
名
主
村
岡
六
右
衛
門

･
堀
田
領
大
石
田
村
大
庄
屋
高
桑
与
左
衛
門
の
二
人
を
上
郷
差
配
役
に
加
え
る
｡
商
荷
物

運
賃
十
分

一
は
船
町

･
清
水

･
大
石
田
三
河
岸
に
限
り
､
そ
の
村
荷
問
屋
世
話
料
と
し
て
と
-
'
そ
の
他
上
郷
河
岸

分
は
､
楯
西
村
善
内

･
横
山
村
勘
兵
衛
が
舟
頭
に
積
荷
初
手
と
引
換
え
に
徴
収
す
る
｡
そ
の
他
差
配
料
な
ど
は
従
来

通
り
と
す
る
｡
第
二
は
従
来
通
-
横
山
村
差
配
役
所
を
置
き
､
月
番
に
差
配
役
を
出
し
､
舟
順
道
の
吟
味

･
高
下
の

改
め
を
行
う

(翌
寛
延
元
年
正
月
よ
-
横
山
会
所
つ
め
の
大
石
田
船
持

〓

l人

(悶
排
撃
太諦
腔
藷
)
を
年
番

･
月
番

に
定
め
て
い
る
)｡
第
三
は
最
上
船
に
限
-
'
城
米
及
び
私
料
米
運
賃
の
五
厘
増
を
当
年
冬
下
し
廻
米
よ
-
実
施
す

る
｡

第
四
は
川
案
内
船
と
し
て

｢御
城
米
前
商
船
｣
七
膿

(詰
蜘
納
旺
)
を
下
す
｡
城
米
積
下
し
以
前
に
私
領
米

･
商

荷
積
船
は
大
石
田
よ
-
下
に
積
下
し
て
は
な
ら
な
い
｡
そ
れ
ら
は
大
石
田
に

一
旦
揚
げ
て
保
管
し
'
城
米
積
下
し
後

7

に
川
下
げ
す
る
｡
そ
の
船
割
も
有
船
の
四
分
三
が
私
領
釆
'
四
分

一
を
商
人
荷
物
と
す
る
こ
と
う
と
し
た
｡

以
上
の
よ
う
な
改
正
仕
法
を
う
け
た
新
差
配
役
大
石
田
村
の
両
人
が
､
延
享
四
年
八
月
神
山
宛
に
だ
し
た
請
書
に

8

よ
る
h
t
こ
れ
ま
で
の
上
郷
差
配
役
と
の
融
和
を
約
し
､
｢弐
拾
五
年
以
前
御
定
之
通
急
皮
相
守
可
申
候
､
若
只
今

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

迄
上
郷
江
積
通
候
荷
物
を
当
村
二
而
継
送
-
候
様
威
儀
､
其
外
諸
事
当
村
勝
手
二
宣
儀
等
｣
は
決
し
て
行
わ
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
｡
延
享
の
仕
法
改
正
は
､
享
保
の
上
郷
差
配
役
制
に
よ
る
河
岸
体
制
を
大
き
-
変
更
し
た
も
の
で
は

な
い
｡
む
し
ろ
そ
の
後
の
城
米
の
増
加
や
商
荷
輸
送
の
変
化
に
応
じ
て
､
差
配
役
増
加
に
よ
る
統
制
の
強
化
を
計

っ

9

た
も
の
と
い
え
よ
う
｡
そ
こ
で
改
正
仕
法
に
よ
る
河
岸
の
機
能
を
差
配
役
勤
方
の
上
か
ら
更
に
具
体
的
に
み
て
お
き

た
い
｡
城
米
の
船
積
は
従
来
通
-
'
村
々
の
郷
蔵
よ
-
､
最
寄
-
の
船
場
に
出
し
､
最
上

･
酒
田
半
々
の
割
で
船
を
差
向

け
､
私
領
米
は
船
町
に
借
蔵
す
る
近
辺
の
諸
藩

･
左
沢
に

｢御
大
蔵
｣
を
も
つ
米
沢
藩
の
外
､
各
領
地
内
村
々
の
御



蔵
よ
-
直
に
船
積
が
で
き
る
｡
し
か
し
こ
の
よ
う
な
領
主
米
の
舟
着
場
に
対
し
て
､
商
人
荷
物
河
岸
は

〓
疋
し
て
お

-
､
そ
れ
は
'
寺
津

･
寒
河
江

･
横
山
と
船
町

･
清
水

･
大
石
田
各
河
岸
に
限
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
も
前
の
三
河
岸

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

と
後
の
そ
れ
と
の
機
能
が
異
な
-
'
前
者
は

｢何
方
之
村
二
而
も
商
荷
調
置
候
村
方
占
最
寄
船
場
江
直
々
差
出
船
積

仕
来
申
候
｣
と
あ

っ
て
､
船
場
出
張
人
が
引
受
け
､
商
人
方
或
い
は
船
頭
に
自
由
に
受
渡
す
が
'
後
の
三
河
岸
の
場

合
は
､
荷
宿
が
受
取

っ
て
蔵
人
L
t
荷
改
め
を
行
い
積
荷
状
を
発
行
し
て
船
の
差
向
け
を
す
る
｡
ま
た
荷
宿
は
途
中

の
難
船
の
世
話
や
荷
主
の
運
賃
の
調
達
な
ど
も
行
う
の
で
､
運
賃
十
分

一
を
蔵
敷
銭

(追
加
)
と
し
て
と
る
権
利
を

ゆⅥh

も

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
と
-
に
延
享
年
間
最
上
船
数

一
七
七
膿
の
う
ち

二
二
〇
肢
を
占
め
る
大
石
田
は
､
享
保
八

年
川
船
差
配
権
を
失

っ
て
以
来
､
事
実
上
荷
宿
の
活
動
は
続
け
ら
れ
た
が
､
い
ま

一
部
差
配
権
の
復
活
に
よ
っ
て
再

び
活
況
を
呈
す
る
端
を
開
い
た
｡
勿
論
大
石
田
用
船
差
配
役
は
､
旧
中
継
権
の
復
活
で
は
な
-
酒
田
船
の
上
郷
直
積

み
は
従
来
通
-
で
あ
る
が
､
領
主
荷
と
商
人
荷
の
輸
送
秩
序
の
強
化
は
'
そ
れ
だ
け
大
石
田
荷
宿
蔵
人
量
を
多
-
し

た
と
み
ら
れ
る
｡
延
享
の
仕
法
改
正
の
主
眼
点
は
､
最
上
船
の
城
米

･
私
領
米
運
賃
五
厘
増
し
を
認
め
た
こ
と
と
大

石
田
用
船
差
配
役
の
取
立
で
あ

っ
た
｡
宝
暦
三
年
造
立
し
た
米
沢
藩
手
船
も
大
石
田
用
船
差
配
役
預
け
と
し
､
町
船

Ⅳ]

同
様
の
通
用
た
る
こ
と
と
定
め
て
い
&
.

以
上
の
こ
と
か
ら
幕
府
が
､
大
石
田
河
岸
は
水
運
の
円
滑
と
統
制
を
計
る

上
に
重
要
な
役
割
を
も
つ
こ
と
を
認
識
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

一
方
幕
府
は
寛
延
元
年
十
二
月
'
羽
州
領
の
廻
米
を
江
戸
商
人
と
在
地
の
名
主

･
商
人
の
請
負
制
と
し
た
｡
元
文

五
年
の
寒
河
江
村
楯
西
の
笹
嶋
屋
に
よ
る
廻
米
請
負
願
い
は
成
功
し
な
か

っ
た

(前
述
)
｡
寛
延
元
年
の
廻
米
請
負

願
人
は
'
江
戸
御
蔵
前
納
宿
伊
勢
屋
清
右
衛
門

･
廻
船
宿
筑
前
屋
善
兵
衛

･
金
主
証
人
板
倉
屋
忠
兵
衛

･
同
人
右
衛

門
の
江
戸
商
人
と
村
山
郡
谷
地
荒
町
村
名
主
長
左
衛
門

･
楯
岡
村
名
主
伊
兵
衛

(以
上
長
瀞
支
配
)
･
大
谷
村
百
姓

弥
内

(漆
山
支
配
)
･
楯
北
村
名
主
市
右
衛
門

(尾
花
沢
支
配
)
の
地
方
村
役
人

･
豪
商
四
人
の
計
八
人
で
あ
る
｡
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運
送
規
定
の
主
な
内
容
に
よ
れ
愉
川
通
出
役

･
酒
田
出
役
及
び
運
賃
は
こ
れ
ま
で
の
通
り
で
あ
る
が
､
送
状
の
立
合

に
は
手
代

･
出
役
な
ど
に
納
宿
が
加
わ
-
､
廻
米
に
つ
い
て
の
諸
経
費

(川
通
酒
田
諸
入
用

･
出
役
給
金

･
江
戸
納

名
主
中
道
中
上
下
入
用
な
ど
)
の

一
切
と
海
船
の
破
船
な
ど
の
負
担
は
全
て
納
宿
伊
勢
屋
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
｡
城
米
輸
送
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
少
な
い
が
､
納
宿
支
配
の
下
に
'
海
船
問
屋

･
金
主
証
人

と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
分
担
協
同
L
t
在
地
商
人
の
参
加
に
よ
っ
て
用
船

･
海
船
に
わ
た
る
全
区
間
の

一
貫
し
た

請
負
制
を
と

っ
た
こ
と
は
'
そ
の
後
の
各
商
業
資
本
の
発
展
の
上
に
画
期
的
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
在

地
商
業
資
本
の
城
米
請
負
輸
送
へ
の
介
入
は
'
前
年

(延
享
四
)
の
用
船
請
負
差
配
役
の
拡
充
と
と
も
に
'
こ
の
時

期
の
新
た
な
米
穀
流
通
機
構
の
発
展
へ
の
対
応
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
｡

〔注
〕侶二
藤
部
文
書
､
万
留
帳
四
｡

幕
吏
神
山
は
､
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
八
輯
'
巻

1
四
二
八
に
よ
れ
ば
､
延
享
四
年
六
月
八
日
用
船
改
め
の
命
を
う
け
て
出
羽
国
に

来
た
の
は
､
神
山
二
郎
左
衛
門
由
明
と
な
っ
て
お
-
､
三
郎
左
衛
門
を
名
乗
る
の
は
そ
の
子
息
で
あ
る
｡
二
郎
左
衛
門
は

｢御
勘

定
｣
の
地
位
に
あ
る
｡

闇寛
保
二
年
白
川
領
東
根
三
万
石

(松
平
大
和
守
国
替
)
､
延
享
元
年
山
形
領
四
万
石

(堀
田
正
亮
大
阪
城
代
就
任
)
が
そ
れ
ぞ
れ
幕

領
に
な
っ
た
｡
天
明
三
年
の
羽
州
幕
領
は
十
八
万
石
余
に
上
る

(東
村
山
郡
史
三
)
0

㈲
二
藤
部
文
書
､
｢舟
遷
御
吟
味
二
付
当
所
よ
-
指
上
ケ
候
願
書
並
御
答
書
｣
延
享
四
年
七
月
｡

㈲
こ
の
点
は
城
米
の
海
上
輸
送
に
あ
た
る
廻
船
業
の
場
合
も
､
寛
政
頃
を
画
期
と
し
て
収
益
の
減
退
が
甚
だ
し
-
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る

(阿
部
善
雄

｢江
戸
城
米
の
廻
送
と
蔵
納
｣
史
学
雑
誌
七
二
の
〓

)
0

㈲
二
藤
郡
家
は
享
保
二
年
正
月
の
財
産
相
続
覚
に
よ
れ
ば
､
棚
お
ろ
し
元
金
計
が
二
､
九
八
五
両

一
分
の
中
継
集
荷
商
人
で
､
用
船

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

も
二
⊥
二
膿
を
も
っ
て
い
た
｡
ま
た
商
の
心
得
に
つ
い
て
み
る
と
､
｢上
方
商
ハ
丑
之
助
成
人
申
迄
ハ
少
分
二
任
而
挑
為
登
､
見
せ



つ
ぶ
し
不
申
棟
二
少
々
二
可
被
成
候
､
地
廻
り
之
商
事
専

一
可
被
致
下
候
､
夫
与
在
々
へ
む
さ
と
金
銀
渡
被
申
間
数
候
云
々
｣
と

あ
る
｡
二
藤
郡
家
は
こ
の
頃
か
ら
か
な
-
手
広
-
農
村
仲
買
を
通
し
て
米
及
び
特
産
物

(青
学

･
紅
花
)
を
集
荷
し
､
上
方
に
販

売
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
荷
宿
商
人
二
藤
郡
家
に
対
す
る
舟
会
所
の
預
金
は
､
差
配
料

･
十
分

一
と
し
て
宝
暦
十
三
年
に
は
､
四

〇
両

l
歩
と
八
〇
貫
三

一
〇
文

(約
二
五
六
貫
三

1
0
文

･
両
か
へ
四
貫
四
〇
〇
文
)
､
明
和
元
年
の
そ
れ
は
七
二
両

一
歩
と
銭
九

八
八
文

(約
三

一
六
貫
八
〇
〇
文
)
に
上
る

(二
藤
部
文
書

･
金
銭
差
引
覚
)
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
差
配
料
は

一
般

(二
五
〇
俵
積
)

1
回
四
〇
〇
文
､
十
分

1
は
金
二
分

(二
､
二
〇
〇
文
)
で
あ
-
､

1
膿
の
船
が
年
五
回
運
行
す
る
と
し
て
､
そ
の
う
ち
三
回
が

城
米

･
私
領
米
､
二
回
が
商
人
荷
と
す
る
と
､
X
を
延
船
数
と
し
て
計
算
法

(4
00
X%

x
2
)6
0
0

×%
xI
紗
*
)
が
で
き
る
｡

宝
暦
十
三
年
の

Ⅹ
は
二
〇
〇
膿

(船
数
四
〇
)
､
明
和
元
年
は
二
四
八
膿

(船
数
約
五
〇
)
と

な

る

｡舟
会
所
の
一
時
預
金
を
う
け

る
二
藤
部
家
の
機
能

(貸
金
の
差
引
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
)
が
注
目
さ
れ
る
｡
拙
稿

｢宝
暦

･
天
明
期
最
上
川
流
域
に
お

け
る
経
済
構
造
の
変
動
｣
歴
史
学
研
究
三
〇
四
号
｡
鈴
木
高
弘

｢近
世
中
期
に
お
け
る
河
岸
商
人
の
特
産
物
集
荷
形
態
｣

一
九
六

六
､
東
北
史
学
会
秋
田
大
会
発
表
史
料
な
ど
も
参
照
｡

㈲
二
藤
部
文
書

｢卯
月
上
下
入
用
帳
｣
｡

刑
二
藤
部
文
書

｢乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
｣
延
享
四
年
七
月
｡

㈲万
留
帳
四
､
最
上
川
船
差
配
転
変
之
姿
榊
｡

㈱
小
屋
家
文
書
､
延
享
四
年
八
月

｢差
上
申

1
札
之
事
｣
､
｢仮
称
最
上
川
船
雑
記
｣
に
も
同
年
十
二
月
､
惣
船
持

･
船
世
話
役
及
び

差
配
人
達
印
で
四
代
官
所
宛
だ
し
た

一
札
が
あ
る
｡

㈹
大
石
田
､
富
樫
家
文
書

｢川
船
方
御
用
留
｣
(山
形
大
学
教
育
学
部

早
坂
実
氏

昭
三
八
卒
論

史
料
編
所
収
)､
宝
暦
八
年
十

月
五
日

｢御
尋
二
付
差
配
役

一
式
勤
方
中
上
候
｣
､
拙
稿

｢宝
暦

･
天
明
期
に
お
け
る
最
上
川
船
差
配
役
制
の
展
開
｣
歴
史
三
〇

･

三

一
輯
所
収
｡

仙
大
石
田
町
誌
資
料
編
所
収
､
川
船
差
配
御
尋
二
付
書
上

(寛
政
年
間
).

摘田
中
記
録
､
北
村
山
郡
史
上
六
八
〇
-
1
頁
所
収
､
米
沢
藩
が
は
じ
め
て
藩
米
輸
送
の
手
船
五

･
六
膿
の
道
立
を
許
さ
れ
た
が
､

そ
れ
は

｢村
岡
六
右
衛
門
取
量
､
御
城
米
無
役
也
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
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個
北
村
山
都
史
上
､
六
二
五
頁
｡

五
､
む

す

び

以
上
の
よ
う
な
問
題
が
､
こ
こ
で
は
近
世
水
運
史
と
-
に
商
品
流
通
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
特
質
と
意
義
を
も

つ
か
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
｡

上
郷
用
船
差
配
役
は
､
漆
山

･
寒
河
江
六
〇
か
村
の
幕
府
代
官

･
勘
定
所
に
対
す
る
訴
状
を
背
景
に
成
立
し
た

が
､
こ
れ
は

一
大
中
継
河
岸
大
石
田
の
独
占
的
輸
送
機
構
か
ら
､
上
郷
諸
河
岸
の
発
展
を
合
法
化
し
､
新
規
商
業
資

本
を
請
負
差
配
役
に
参
加
さ
せ
る
な
ど
､
水
運
の
拡
大

･
発
展
を
も
た
ら
す

一
方
'
新
な
河
岸
体
制
に
よ
る
統
制
を

み
た
点
で
水
運
史
上
画
期
的
な
機
構
で
あ

っ
た
｡
上
郷
へ
の
新
河
岸
設
置
は
'
流
域
経
済
に
お
け
る
河
岸
市
場

(荏

郷
市
場
の
拠
点
)
の
発
展
で
あ
-
'
全
国
的
商
品
流
通
の
深
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
要

す
る
に
水
運
の
拡
大
は
'
中
期
以
降
の
河
床
開
削
技
術
の
発
達
な
ど
と
も
に
'
農
民
的
商
品
生
産
の
発
展
を
背
景
と

し
た
､
在
方
商
人
の
台
頭
に
よ
る
商
品
流
通
の
増
大
か
ら
-
る
必
然
的
な
要
求
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡
新
川
船
運
送

の
規
定
は
､
酒
田
1

上
郷
間
の
積
荷
を
上
-
下
り
入
会
と
し
て
輸
送
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
-
､
番
所
の
改
廃
と
荷
物

送
状
規
定
を
定
め
て
､
運
送
の
円
滑
化
を
進
め
､
運
賃

･
蔵
敷
賃
お
よ
び
水
揚
賃
の
走
を
作

っ
て
､
輸
送
荷
物
の
多

様
化
､
運
賃
の
混
乱
不
正
を
正
し
た
｡
そ
し
て
こ
の
と
き
の
運
賃
規
定
は
幕
末
ま
で
そ
の
基
準

(定
法
)
と
な
っ
て

い
る
｡
勿
論
こ
れ
ら
の
規
定
は
､
輸
送
荷
物
で
あ
る
城
米

･
私
領
米
お
よ
び
商
人
荷
物
の
秩
序
を
徹
底
す
る
こ
と
が

す
べ
て
の
前
提
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
そ
れ
を
現
実
に
実
現
す
る
た
め
に
新
規
定
は
生
れ
た
の
で
あ

る

｡



一
七
年
後
の
元
文
四

･
五
年
に
幕
府
は
､
享
保
八
年
の
規
定
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
､
か
な
-
徹

底
し
た
用
船
道
調
査
を
行

っ
て
い
る
が
､
そ
れ
は
専
ら
幕
領
城
米
の
江
戸
輸
送
に
関
し
て
､
そ
の
安
全

･
迅
速
化
に

関
心
が
集
中
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
｡
し
か
し
各
地
各
領
の
関
係
役
人
の
答
書
に
は
'
用
船
の
減
少
､
帰
船
は

事
実
上
空
船
と
な
っ
て
い
る
こ
と
以
外
､
と
-
に
根
本
的
矛
盾
は
な
-
､
大
体
規
定
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い

る
｡
こ
れ
は
形
式
的
な
答
弁
と
い
う
よ
-
､
こ
の
段
階
の
実
態
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
幕
領
城
米
の
廻
米
優
先

と
安
全

･
迅
速
を
は
じ
め
､
川
船
輸
送
秩
序
は
幕
府
の
新
規
統
制
の
下
に
推
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
た
だ
し
､

幕
府
調
査
に
対
す
る
新
庄
藩
の
答
書
が
､
新
規
定
以
後
の
私
領
米
廻
米
の
不
円
滑
を
訴
え
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
｡

新
規
差
配
役
を
め
ぐ

っ
て
､
い
-
つ
か
の
新
規
請
負
請
願
運
動
が
あ

っ
た
｡
と
-
に
江
戸
町
人

･
上
郷
商
人
に
よ

る
運
上
金
上
納
を
条
件
と
す
る
新
し
い
動
き
も
あ

っ
た
が
､
幕
府
は
こ
れ
を
脚
下
し
た
｡
し
か
し
大
石
田
河
岸
惣
船

持
が
訴
え
る
城
米
増
運
賃
と
差
配
役
復
活
の
要
求
は
'
延
享
四
年
に
至

っ
て

一
部
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
こ

れ
は
い
わ
ば
上
郷
の
船
持
商
人
と
の
力
関
係
と
も
関
連
す
る
が
､
大
石
田
中
継
船
は
硯
に
最
上
船
の
大
半
を
占
め
､

事
実
上
城
米
運
送
は
じ
め
最
上
川
水
運
の
秩
序
を
左
右
す
る
力
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
､
そ
の
用
船
業

が
仝
-
不
振
に
落
入
る
こ
と
は
幕
府
廻
米
制
の
危
機
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
上
郷
用
船
差
配
役
制
の
体
系
は
崩
さ

ず
､
仕
法
の

一
部
改
正
に
よ
っ
て
差
配
役
を
拡
充
し
､
川
船
業
の
維
持
を
図
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡

要
す
る
に
こ
の
時
期
の
水
運
史
上
の
特
徴
は
'
差
配
役
の
請
負
を
め
ぐ
っ
て
特
定
の
前
期
商
業
資
本
間
の
競
合
が

み
ら
れ
た
が
､
そ
れ
は
い
ま
だ
広
-
船
持
商
人

･
船
頭
の
参
加
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
､

一
方
幕
府
の
水
運
統
制
が
'

〓
疋
の
発
展
を
掌
撞
し
比
較
的
貫
徹
し
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
｡
し
た
が
っ
て
幕
藩
制
的
商
品
流
通
の
変
質

に
照
応
す
る
と
み
ら
れ
る
最
上
用
船
数
も
全
体
的
に
は
減
少
せ
ず
､
著
し
い
減
少
を
み
せ
る
の
は
宝
暦
と
-
に
天
明
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年
間
以
降
で
あ
る
｡

(昭
･四
〇
･三
二
一〇
稿

昭
･四

一
･七
二
二
〇
補
正
)

(柏
倉
亮
青
教
授
還
暦
記
念
会
編

『山
形
県
の
考
古
と
歴
史
』
所
収
昭
和
四
二
年
)
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